
さ
む

か
わ

平
成

28 年
５
月

１
日

発
行

第 178 号

3
月
・
3
月
第
2
回
会
議

1
月
第
2
回
会
議

寒
川

町
に

ゆ
か

り
の

あ
る

画
家

　
田

口
 雅

巳
作

品
「

レ
ン

ゲ
咲

く
頃

」 （
岡

田
）



さむかわ議会だより　178号さむかわ議会だより　178号 23

　3月会議は、2月24日から3月22日までの28日間にわたり開催されました。
平成28年度予算、平成27年度補正予算、条例の制定・改正、人事案件のほか、委員会提案の意見書案など33件が提
案され、慎重審議の結果、意見書案1件を除く32件が適任、同意、原案可決しました。
　また、平成28年度一般会計予算及び各特別会計予算は、６名の委員で構成する予算特別委員会を設置し、3月10日
から17日までの5日間で審査しました。その結果、全ての予算が原案のとおり可決されました。
　平成28年度に実施される主な事業を左ページで紹介します。

平成28年第1回定例会3月会議

平成 28 年度　寒川町の予算

一般会計歳入の内訳

一般会計歳出の内訳

 予算特別委員会  平成28年度予算

■平成28年度　各会計予算の規模

平成28年度  主な新規・拡充事業の内容【一般会計】

固定資産税
町民税
都市計画税
町たばこ税
軽自動車税

138億1,800万円
65億3,945万円
8億3,265万円
26億9,160万円

7,833万円
23億　841万円
262億6,844万円

137億4,600万円
65億8,310万円
7億5,599万円
24億6,688万円

7,833万円
22億8,558万円
259億1,588万円

0.5％
△0.7％
10.1％
9.1％
0.0％
1.0％
1.4％

一　般　会　計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
(仮称)健康福祉総合センター用地取得事業
公営企業会計　下水道事業

科　目 予算額 構成比
40億6,540万円
32億　450万円
4億7,940万円
3億7,000万円
8,070万円

49.6％
39.1％
5.8％
4.5％
1.0％

自主財源（71.7％） 依存財源（28.3％）

歳　入
138億
1,800万円

■町税内訳

会　計　別 平成28年度予算額 平成27年度予算額 対前年度伸び率

特
　別
　会
　計

合　計
※万円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません

■民生費 50億6,640万円
●高齢者向けの年金生活者等への臨時福祉給付金を給付
●障害福祉サービス等の給付
●特定不妊治療の初回治療費助成の拡大
●町内4保育園で「一時預かり事業」を実施
●子育て支援に関する事業を実施する団体に補助金を交付

3,000万円
6億7,102万円

210万円
1,341万円
60万円

■土木費 17億8,306万円
●聖天橋架替事業など(道路橋りょう整備事業)
●町道の維持補修工事など(道路橋りょう維持補修事業)
●土日運行を含むコミュニティバス運行経費

2億5,305万円
1億4,921万円
4,070万円

■総務費 16億3,987万円
●人口増加策に向けたマーケティングとプロモーション戦略の策定
●参議院議員選挙経費及び町議会議員選挙経費
●防犯灯を増設
●教育施設に防犯カメラを設置
●神奈川県施工による寒川駅北口交番の周辺等整備工事

749万円
4,223万円
290万円
60万円
438万円

■衛生費 15億5,339万円
●妊婦健康診査に要する費用の助成金を拡充
　（助成金48,700円　⇒　77,000円へ）
●2歳児歯科健康診査を新規で実施
●茅ヶ崎市への焼却処理施設基幹的設備改良事業負担金

2,671万円

29万円
1億7,368万円

■教育費 12億3,244万円
●中学校の普通教室空調機設置工事設計委託
●小・中学校図書室に空調機を設置
●算数・数学等の授業を少人数で実施するための非常勤講師を配置
●寒川にこにこ学習会（放課後補充学習会）の実施

641万円
807万円
1,978万円
442万円

■その他（議会費、消防費など） 25億4,285万円
●議場音響システム改修工事
●老朽化した救助工作車を最新型車両に更新
●企業総合・創業支援のための地域経済コンシェルジュ(中小企業診断士)を配置
●中小企業等の販路拡大、人材育成等を支援

2,900万円
1億1,899万円

851万円
442万円

町税
82億円
（59.3%）

諸収入
7億2,288万円（5.2%）

繰入金
3億7,261万円(2.7%)

繰越金
2億8,000万円

（2.0%）

財産収入
1億2,470万円

（0.9%）

その他
2億1,852万円

（1.6%）

国庫支出金
14億1,025万円
（10.2%）

県支出金
9億4,604万円

（6.8%）

地方消費税交付金
8億5,000万円

（6.2%）

その他
2億9,800万円（2.2%）

町債
3億9,500万円
（2.9%）

歳　出
138億
1,800万円

民生費
50億6,640万円
（36.7%）

土木費
17億8,306万円
（12.9%）

総務費
16億3,987万円
（11.9%）

衛生費
15億5,339万円
（11.2%）

教育費
12億3,244万円
（8.9%）

公債費
11億9,257万円
（8.6%）

議会費
2億4,272万円
（1,8%）

その他
11億756万円（8.0%）

▲子育て支援環境の充実を

▲整備が進む聖天橋

▲安心安全なまちづくりに

▲快適な学校施設環境に向けた整備を
　小・中学校の図書室に空調機を設置

▲より開かれた議会の実現に老朽化した
　本会議場の音響設備を改修
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利
用
者
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し
い
ト
イ
レ
を
青
少
年
広
場
に

公　明　党

Q
　
老
朽
化
し
て
い
る
青

少
年
広
場
の
ト
イ
レ
は
、

鍵
の
破
損
や
衛
生
的
な
面

か
ら
も
、
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し
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ら

い
。
平
成
28
年
度
に
は
修

繕
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の

町
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は
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A
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ま
す
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鍵
の
破
損
等
は
、
そ
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度
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応
し
て
い
ま
す
が
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朽
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で
い
ま
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。
青
少
年
広
場
の
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棄
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あ
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た
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、
掘
削
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た
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設
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に
は
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で
す
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、
既
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施
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か
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児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き

日本共産党 

Q
　
老
朽
化
し
て
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る
学

校
施
設
は
緊
急
に
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応
・

改
修
し
、児
童・生
徒
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安
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、安
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し
て

学
習
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き
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環
境
を
整

え
る
予
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置
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で

あ
る
。緊
急
の
点
検
等
の

対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
　
学
校
施
設
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、児
童・

生
徒
や
教
職
員
の
安
全
、

健
康
を
第
一
に
改
善
し
ま

す
。

　
早
期
に
専
門
家
に
よ
る

施
設
設
備
の
点
検
調
査
を

実
施
し
、緊
急
性
の
あ
る

場
合
は
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別
に
対
応
し
、

よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

し
ま
す
。

　
学
校
を
含
め
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公
共
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設
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今
後
の
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り
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仮

称
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設
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画
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す
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設
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安
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確
保
対
策
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フォーラム志 

Q
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ず
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ラ
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、
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、
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康
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い
か
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Q
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る
こ

と
が
期
待
で
き
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
を
、
さ

ら
に
町
内
事
業
者
の
た
め

に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
町
で
事
業
者
間
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
る
新
商
品
開

発
や
返
礼
品
の
ア
レ
ン
ジ

等
の
支
援
の
可
能
性
は
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
、
町
内
事
業
者
の
発
展

に
も
寄
与
し
、
費
用
対
効

果
が
高
く
、
町
の
魅
力
発

信
等
に
も
効
果
が
あ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
る
意
味
で
も
推
進
し
ま

す
。

　
現
在
の
返
礼
品
は
22
品

目
で
す
が
、
寄
付
者
に
選

ん
で
い
た
だ
け
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
返
礼
品
等

を
検
討
し
ま
す
。

予算特別委員会 平成28年度予算 審査

予算特別委員会 総括質疑

旭小学校 寒川神社付近の道路側溝

寒川東中学校 青少年広場のトイレ

本委員会は、3月10日から17日までの5日間にわたり
平成28年度予算案を審査しました。 
最終日に行われた各会派からの選出委員の主な質疑を要約して
掲載します。

予算特別委員会の最終日に行われた総

括質疑の模様は、5月にJ:COMチャンネル

神奈川でダイジェスト放送します。

予算特別委員会の審査のほか、各常任委

員会の取り組みなども、わかりやすく紹介し

ていますので、ぜひ、ご覧ください。詳しく

は、裏表紙の放送日程をご覧ください。
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利
用
者
に
優
し
い
ト
イ
レ
を
青
少
年
広
場
に

公　明　党

Q
　
老
朽
化
し
て
い
る
青

少
年
広
場
の
ト
イ
レ
は
、

鍵
の
破
損
や
衛
生
的
な
面

か
ら
も
、
利
用
し
づ
ら

い
。
平
成
28
年
度
に
は
修

繕
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の

町
の
対
応
は
。

A
　
現
在
、
く
み
取
り
式

３
基
の
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
鍵
の
破
損
等
は
、
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
ま
す
が

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
青
少
年
広
場
の
地
下

に
は
廃
棄
物
が
あ
る
た

め
、
掘
削
や
新
た
な
施
設

の
設
置
に
は
県
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
今
後
、
県
と
の
協
議
を

重
ね
、
既
存
施
設
の
修
繕

か
、
新
た
な
施
設
の
設
置

か
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き

日本共産党 

Q
　
老
朽
化
し
て
い
る
学

校
施
設
は
緊
急
に
対
応
・

改
修
し
、児
童・生
徒
の
安

全
を
確
保
し
、安
心
し
て

学
習
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
予
算
措
置
が
必
要
で

あ
る
。緊
急
の
点
検
等
の

対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
　
学
校
施
設
は
、児
童・

生
徒
や
教
職
員
の
安
全
、

健
康
を
第
一
に
改
善
し
ま

す
。

　
早
期
に
専
門
家
に
よ
る

施
設
設
備
の
点
検
調
査
を

実
施
し
、緊
急
性
の
あ
る

場
合
は
個
別
に
対
応
し
、

よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

し
ま
す
。

　
学
校
を
含
め
た
公
共
施

設
の
今
後
の
在
り
方
は（
仮

称
）公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
よ
り
改
修
等
の

是
非
を
判
断
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
安
全
確
保
対
策
は

フォーラム志 

Q
　
法
定
の
保
守
点
検
を

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
旭
小
学
校
で
の
ガ
ス

漏
れ
や
貯
水
槽
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
児
童
の
命
、
健

康
が
憂
慮
さ
れ
る
事
態
が

多
発
し
て
い
る
。
早
急
な

安
全
確
保
対
策
が
全
て
の

学
校
施
設
で
必
要
で
は
な

い
か
。

A
　
学
校
施
設
は
、
専
門

業
者
に
よ
る
保
守
点
検
を

実
施
し
、
安
全
面
や
衛
生

面
か
ら
、
早
急
に
改
善
を

要
す
る
も
の
は
優
先
し
て

修
繕
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
前
に
施
設
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
平
成
28
年
度
中

に
、
学
校
ご
と
に
施
設
の

カ
ル
テ
を
作
成
し
学
校
施

設
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

浸
水
対
策
と
し
て
道
路
側
溝
を
計
画
的
に
清
掃
す
べ
き

民社クラブ

Q
　
近
年
の
自
然
災
害
は

想
定
を
上
回
る
も
の
が
観

測
さ
れ
て
い
る
。
町
内
も

多
数
の
箇
所
が
浸
水
し
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
道
路
側
溝
を
適
正
に
維

持
管
理
し
、
排
水
施
設
の

機
能
を
有
効
に
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
　
町
内
の
道
路
側
溝
は

約
２
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
全
て
の
町
道
に
側

溝
を
整
備
し
て
も
、
近
年

の
大
雨
は
、
排
水
施
設
の

能
力
を
超
え
る
雨
量
が

あ
っ
た
。
減
災
の
観
点
か

ら
も
、
冠
水
箇
所
を
中
心

に
側
溝
の
土
砂
等
が
堆
積

し
、
冠
水
の
原
因
と
な
る

場
合
は
、
清
掃
等
で
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
側

溝
へ
の
土
砂
等
の
流
入
防

止
の
対
策
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
を

湘風クラブ

Q
　
町
の
財
源
確
保
や
地

域
経
済
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
を
、
さ

ら
に
町
内
事
業
者
の
た
め

に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
町
で
事
業
者
間
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
る
新
商
品
開

発
や
返
礼
品
の
ア
レ
ン
ジ

等
の
支
援
の
可
能
性
は
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
、
町
内
事
業
者
の
発
展

に
も
寄
与
し
、
費
用
対
効

果
が
高
く
、
町
の
魅
力
発

信
等
に
も
効
果
が
あ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
る
意
味
で
も
推
進
し
ま

す
。

　
現
在
の
返
礼
品
は
22
品

目
で
す
が
、
寄
付
者
に
選

ん
で
い
た
だ
け
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
返
礼
品
等

を
検
討
し
ま
す
。

予算特別委員会 平成28年度予算 審査

予算特別委員会 総括質疑

旭小学校 寒川神社付近の道路側溝

寒川東中学校 青少年広場のトイレ

本委員会は、3月10日から17日までの5日間にわたり
平成28年度予算案を審査しました。 
最終日に行われた各会派からの選出委員の主な質疑を要約して
掲載します。

予算特別委員会の最終日に行われた総

括質疑の模様は、5月にJ:COMチャンネル

神奈川でダイジェスト放送します。

予算特別委員会の審査のほか、各常任委

員会の取り組みなども、わかりやすく紹介し

ていますので、ぜひ、ご覧ください。詳しく

は、裏表紙の放送日程をご覧ください。
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予
算
特
別
委
員
会
に
は
、
昨
年
交
わ
さ
れ
た

議
論
、
一
般
質
問
で
の
答
弁
、
総
合
計
画
及
び
町

長
の
施
政
方
針
等
を
踏
ま
え
、
町
に
と
っ
て
未
来

あ
る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で

臨
み
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
対
前
年
度
比

０
・
５
％
増
の
約
１
３
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。防

災
・
危
機
管
理
に
関
し
、
大
雨
時
の
冠
水

対
策
と
し
て
、
道
路
側
溝
清
掃
は
計
画
的
に
実
施

さ
れ
て
お
ら
ず
対
処
す
べ
き
で
す
が
、
公
用
車
の

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
消
防
団
の
装
備
な
ど
、

十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
災
害
時
の
備
え
を

強
化
す
る
姿
勢
は
評
価
で
き
ま
す
。

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
し
て
、
年
々
増
加

す
る
子
育
て
相
談
に
対
し
、
相
談
員
を
２
名
に
増

員
し
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
。
近
年
発
生
し
て
い

る
子
ど
も
に
関
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
な
い

よ
う
、
問
題
の
早
期
発
見
、
見
守
り
体
制
の
強
化

等
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

教
育
分
野
で
は
学
校
に
お
け
る
学
習
環
境
の

充
実
と
し
て
、
破
損
の
著
し
い
机
、
椅
子
の
入
れ

替
え
が
全
て
終
了
し
、
今
後
は
随
時
、
更
新
す
る

と
し
た
点
は
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
寄
贈
さ
れ
た

文
化
財
等
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
に
期
待
し
ま
す
。

以
上
、
昨
年
議
論
の
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
改

善
が
み
ら
れ
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
と
い
う
姿
勢

も
各
分
野
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
適
切
な
予
算
編

成
で
あ
る
と
判
断
し
賛
成
と
し
ま
す
。

な
お
、
５
特
別
会
計
予
算
も
討
論
を
省
略
し

賛
成
し
ま
す
。

民社クラブ

平成28年度予算を

未来ある予算編成を評価

討 論
　3月会議最終日に、平成28年度予算の採決に先立ち、
各委員が平成28年度予算の内容について賛成・反対の討
論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛　成

国
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
実
行
を
迫
り
、
町

で
も
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
寒
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
国
が
恒

久
的
に
財
政
措
置
を
行
う
べ
き
事
業
が
多
く
、

自
治
体
間
競
争
を
迫
る
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
５
年
の
計
画
で
目
標
値

を
達
成
で
き
な
け
れ
ば
苦
し
む
の
は
町
民
で
あ

り
、
町
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
施
策
の
展
開

と
財
源
を
国
に
求
め
ま
す
。

町
総
合
体
育
館
や
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、

営
利
企
業
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
低
賃
金
、
不
安
定
雇
用
の
温
床
と
な
る
も

の
で
、
安
定
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
の
か
疑
問
で
す
。

教
育
で
は
、
少
人
数
学
級
の
実
施
拡
大
を
行

う
べ
き
だ
が
、
学
校
図
書
の
増
、
教
員
の
多
忙

化
解
消
、
空
調
機
導
入
の
計
画
及
び
特
別
支
援

学
級
の
新
設
は
評
価
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
小
児
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
が
不
十
分
で
あ
る
。
ま

た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
量
の
減

少
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
後
退
さ

せ
て
い
ま
す
。

以
上
、
教
育
・
福
祉
・
子
育
て
重
視
の
予
算

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
と
し

ま
す
。

な
お
、（
仮
称
）健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用

地
取
得
事
業
は
賛
成
と
し
、
他
の
４
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
生
活
を
守
る
予
算

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

日本共産党教育・福祉・子育ての充実を反　対

平
成
28
年
度
予
算
は
、
寒
川
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
取
組
み

を
中
心
に
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
と
い
う
方
向
性
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
概
念
を
取

り
入
れ
た
商
工
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

教
育
で
は
、
少
人
数
学
習
推
進
事
業
や
寒
川

に
こ
に
こ
学
習
会
の
新
規
実
施
の
ほ
か
、
専
門

指
導
員
の
配
置
や
空
調
機
設
置
等
に
よ
り
、
多

面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
学
力
向
上
を
図
る

た
め
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
の
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

子
育
て
で
は
、
町
内
４
保
育
園
で
実
施
す
る

一
時
預
か
り
事
業
の
補
助
金
等
も
計
上
し
、
妊

婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を
増
額
す
る
な
ど
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
整
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。

安
心
安
全
の
視
点
で
は
、
道
路
維
持
補
修
費

の
増
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
寒
川
海
老
名
間

の
路
線
バ
ス
実
証
運
行
、
倉
見
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
向
け
た
調
査
、
救
助
工
作
車
の
更
新

や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
上
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
背
景
に
喫

緊
の
課
題
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
自
律
す

る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
生
産
年
齢
人

口
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
明
確
な
予
算
を
評

価
し
賛
成
し
ま
す
。

他
の
５
特
別
会
計
予
算
も
討
論
を
省
略
し
て

賛
成
し
ま
す
。

湘風クラブ喫緊の課題に対応した予算を評価賛　成

―
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委 員 長　杉  﨑  隆  之（湘風クラブ）
副委員長　柳  下  雅  子（フォーラム志）
委　　員　喜多村　　出（日本共産党）
委　　員　太田　真奈美（公 明 党）
委　　員　吉  田  悟  朗（民社クラブ）
委　　員　岸本　　   優（湘風クラブ）

我が国の社会経済情勢は、国における強力な経済政策により、雇用・所得環境の改善が続く中で、景
気の緩やかな回復基調が見られます。ただし、これまで経験したことのない人口減少社会に直面し、少
子高齢化を背景とする社会保障経費の増加等により、実態としては依然、厳しい状況にあります。
町においても、景気回復の兆しが見られるものの、予断を許さない状況が続くものと予測されま

す。今後、人口減少と少子高齢化の急速な進展が現実なものとなる中、若い世代の流入促進や子育て
環境の整備、高齢化率の抑制等、魅力ある町であり続けるため、寒川町まち・ひと・しごと創生総合
戦略を積極的に展開し、一層の選ばれる町づくりの推進が求められています。
このような状況の中、当町の平成28年度一般会計予算及び5特別会計予算の総額は、262億6,844万1千

円で対前年度比1.4%、3億5,256万3千円の増、また、一般会計予算の総額は、対前年度比0.5%、7,200万
円の増となっています。
まず、歳入では、自主財源の根幹をなす町税において法人町民税では、一部で企業収益の改善が見

られるものの、税率の引き下げ等の影響により対前年度比9,250万円の減、個人町民税では、回復基調
にある景気の波及効果が個人所得の伸びまでにつながっていないことから対前年度比8,900万円の減と
なっています。
さらに、固定資産税では、土地や家屋で大きな変動はないものの、経年の減価償却の減により対前

年度比6,190万円の減となり、町税全体では、対前年度比2億6,400万円の減となっています。
なお、町税の伸びが見込めない中、個別事業では、障害者自立支援給付や障害児施設措置費等の国

庫負担金は3,796万円の増、保育所等の整備や幼児教育無償化等の国庫補助金は1,240万円の増。また、
低年齢児受入対策緊急支援事業、子どものための教育・保育給付費などの県補助金で2,795万円の増が
あり、国・県補助金の獲得を積極的に図るなど、財政の健全化に向けた取り組みがなされています。
次に歳出では、町総合戦略に基づく取り組みとして、特に人口減少と地域経済の活性化に向け、ス

ピード感を持ち着実に推進する必要があります。そのような中、総務費では、町の知名度を高め転入
を促進するためのタウンセールス推進事業、寒川駅北口交番設置に伴う交番施設整備事業。衛生費で
は、安心して妊娠、出産ができるよう妊婦健康診査公費負担の拡充。商工費では、商工業者に対する
総合支援を行う商工業支援プログラム推進事業。教育費では、学力向上を図るため、新たに取り組む
小学校・中学校の少人数学習推進事業など厳しい財政状況において、多様化する町民ニーズを的確に
捉え、激しい自治体間競争に負けない、重点的かつ効果的な予算を編成した姿勢は大いに評価できる
ものであります。
なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、社

会情勢変化への迅速な対応と、地域社会の活性化に取り組み、「住み続けたい、住んでみたい」と思
われるような、さらなる魅力あふれるまちづくりに努められるよう要望し、審査意見とします。

予 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書

※杉﨑委員長は、表決に加わりません

○：賛成　●：反対▼予算特別委員会　委員別賛否結果表
会　計　区　分

特　別　会　計委　　員　　名
一般会計

下水道用地取得介護保険後期高齢国　保
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予
算
特
別
委
員
会
に
は
、
昨
年
交
わ
さ
れ
た

議
論
、
一
般
質
問
で
の
答
弁
、
総
合
計
画
及
び
町

長
の
施
政
方
針
等
を
踏
ま
え
、
町
に
と
っ
て
未
来

あ
る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で

臨
み
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
対
前
年
度
比

０
・
５
％
増
の
約
１
３
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。防

災
・
危
機
管
理
に
関
し
、
大
雨
時
の
冠
水

対
策
と
し
て
、
道
路
側
溝
清
掃
は
計
画
的
に
実
施

さ
れ
て
お
ら
ず
対
処
す
べ
き
で
す
が
、
公
用
車
の

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
消
防
団
の
装
備
な
ど
、

十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
災
害
時
の
備
え
を

強
化
す
る
姿
勢
は
評
価
で
き
ま
す
。

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
し
て
、
年
々
増
加

す
る
子
育
て
相
談
に
対
し
、
相
談
員
を
２
名
に
増

員
し
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
。
近
年
発
生
し
て
い

る
子
ど
も
に
関
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
な
い

よ
う
、
問
題
の
早
期
発
見
、
見
守
り
体
制
の
強
化

等
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

教
育
分
野
で
は
学
校
に
お
け
る
学
習
環
境
の

充
実
と
し
て
、
破
損
の
著
し
い
机
、
椅
子
の
入
れ

替
え
が
全
て
終
了
し
、
今
後
は
随
時
、
更
新
す
る

と
し
た
点
は
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
寄
贈
さ
れ
た

文
化
財
等
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
に
期
待
し
ま
す
。

以
上
、
昨
年
議
論
の
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
改

善
が
み
ら
れ
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
と
い
う
姿
勢

も
各
分
野
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
適
切
な
予
算
編

成
で
あ
る
と
判
断
し
賛
成
と
し
ま
す
。

な
お
、
５
特
別
会
計
予
算
も
討
論
を
省
略
し

賛
成
し
ま
す
。

民社クラブ

平成28年度予算を

未来ある予算編成を評価

討 論
　3月会議最終日に、平成28年度予算の採決に先立ち、
各委員が平成28年度予算の内容について賛成・反対の討
論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

賛　成

国
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
実
行
を
迫
り
、
町

で
も
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
寒
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
国
が
恒

久
的
に
財
政
措
置
を
行
う
べ
き
事
業
が
多
く
、

自
治
体
間
競
争
を
迫
る
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
５
年
の
計
画
で
目
標
値

を
達
成
で
き
な
け
れ
ば
苦
し
む
の
は
町
民
で
あ

り
、
町
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
施
策
の
展
開

と
財
源
を
国
に
求
め
ま
す
。

町
総
合
体
育
館
や
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、

営
利
企
業
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
低
賃
金
、
不
安
定
雇
用
の
温
床
と
な
る
も

の
で
、
安
定
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
の
か
疑
問
で
す
。

教
育
で
は
、
少
人
数
学
級
の
実
施
拡
大
を
行

う
べ
き
だ
が
、
学
校
図
書
の
増
、
教
員
の
多
忙

化
解
消
、
空
調
機
導
入
の
計
画
及
び
特
別
支
援

学
級
の
新
設
は
評
価
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
小
児
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
が
不
十
分
で
あ
る
。
ま

た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
量
の
減

少
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
後
退
さ

せ
て
い
ま
す
。

以
上
、
教
育
・
福
祉
・
子
育
て
重
視
の
予
算

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
と
し

ま
す
。

な
お
、（
仮
称
）健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用

地
取
得
事
業
は
賛
成
と
し
、
他
の
４
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
生
活
を
守
る
予
算

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

日本共産党教育・福祉・子育ての充実を反　対

平
成
28
年
度
予
算
は
、
寒
川
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
取
組
み

を
中
心
に
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
と
い
う
方
向
性
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
概
念
を
取

り
入
れ
た
商
工
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

教
育
で
は
、
少
人
数
学
習
推
進
事
業
や
寒
川

に
こ
に
こ
学
習
会
の
新
規
実
施
の
ほ
か
、
専
門

指
導
員
の
配
置
や
空
調
機
設
置
等
に
よ
り
、
多

面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
学
力
向
上
を
図
る

た
め
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
の
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

子
育
て
で
は
、
町
内
４
保
育
園
で
実
施
す
る

一
時
預
か
り
事
業
の
補
助
金
等
も
計
上
し
、
妊

婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を
増
額
す
る
な
ど
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
整
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。

安
心
安
全
の
視
点
で
は
、
道
路
維
持
補
修
費

の
増
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
寒
川
海
老
名
間

の
路
線
バ
ス
実
証
運
行
、
倉
見
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
向
け
た
調
査
、
救
助
工
作
車
の
更
新

や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
上
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
背
景
に
喫

緊
の
課
題
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
自
律
す

る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
生
産
年
齢
人

口
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
明
確
な
予
算
を
評

価
し
賛
成
し
ま
す
。

他
の
５
特
別
会
計
予
算
も
討
論
を
省
略
し
て

賛
成
し
ま
す
。

湘風クラブ喫緊の課題に対応した予算を評価賛　成
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委 員 長　杉  﨑  隆  之（湘風クラブ）
副委員長　柳  下  雅  子（フォーラム志）
委　　員　喜多村　　出（日本共産党）
委　　員　太田　真奈美（公 明 党）
委　　員　吉  田  悟  朗（民社クラブ）
委　　員　岸本　　   優（湘風クラブ）

我が国の社会経済情勢は、国における強力な経済政策により、雇用・所得環境の改善が続く中で、景
気の緩やかな回復基調が見られます。ただし、これまで経験したことのない人口減少社会に直面し、少
子高齢化を背景とする社会保障経費の増加等により、実態としては依然、厳しい状況にあります。
町においても、景気回復の兆しが見られるものの、予断を許さない状況が続くものと予測されま

す。今後、人口減少と少子高齢化の急速な進展が現実なものとなる中、若い世代の流入促進や子育て
環境の整備、高齢化率の抑制等、魅力ある町であり続けるため、寒川町まち・ひと・しごと創生総合
戦略を積極的に展開し、一層の選ばれる町づくりの推進が求められています。
このような状況の中、当町の平成28年度一般会計予算及び5特別会計予算の総額は、262億6,844万1千

円で対前年度比1.4%、3億5,256万3千円の増、また、一般会計予算の総額は、対前年度比0.5%、7,200万
円の増となっています。
まず、歳入では、自主財源の根幹をなす町税において法人町民税では、一部で企業収益の改善が見

られるものの、税率の引き下げ等の影響により対前年度比9,250万円の減、個人町民税では、回復基調
にある景気の波及効果が個人所得の伸びまでにつながっていないことから対前年度比8,900万円の減と
なっています。
さらに、固定資産税では、土地や家屋で大きな変動はないものの、経年の減価償却の減により対前

年度比6,190万円の減となり、町税全体では、対前年度比2億6,400万円の減となっています。
なお、町税の伸びが見込めない中、個別事業では、障害者自立支援給付や障害児施設措置費等の国

庫負担金は3,796万円の増、保育所等の整備や幼児教育無償化等の国庫補助金は1,240万円の増。また、
低年齢児受入対策緊急支援事業、子どものための教育・保育給付費などの県補助金で2,795万円の増が
あり、国・県補助金の獲得を積極的に図るなど、財政の健全化に向けた取り組みがなされています。
次に歳出では、町総合戦略に基づく取り組みとして、特に人口減少と地域経済の活性化に向け、ス

ピード感を持ち着実に推進する必要があります。そのような中、総務費では、町の知名度を高め転入
を促進するためのタウンセールス推進事業、寒川駅北口交番設置に伴う交番施設整備事業。衛生費で
は、安心して妊娠、出産ができるよう妊婦健康診査公費負担の拡充。商工費では、商工業者に対する
総合支援を行う商工業支援プログラム推進事業。教育費では、学力向上を図るため、新たに取り組む
小学校・中学校の少人数学習推進事業など厳しい財政状況において、多様化する町民ニーズを的確に
捉え、激しい自治体間競争に負けない、重点的かつ効果的な予算を編成した姿勢は大いに評価できる
ものであります。
なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、社

会情勢変化への迅速な対応と、地域社会の活性化に取り組み、「住み続けたい、住んでみたい」と思
われるような、さらなる魅力あふれるまちづくりに努められるよう要望し、審査意見とします。

予 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書

※杉﨑委員長は、表決に加わりません

○：賛成　●：反対▼予算特別委員会　委員別賛否結果表
会　計　区　分

特　別　会　計委　　員　　名
一般会計

下水道用地取得介護保険後期高齢国　保
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3月会議 補正予算・条例改正 1月第2回会議

Q
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
に

係
る
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
使
途
は
。

A
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
込
み
処
理
や
発
行
等
に
対

し
、
国
よ
り
追
加
で
交
付
を
受

け
た
も
の
で
す
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
予
定
枚
数
は
。

A
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
１
月
25
日
か
ら
交
付
を
開

始
し
、
現
在
、
約
３
０
０
枚
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中

に
は
約
２
５
０
０
枚
を
交
付
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
シ
ス

テ
ム
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
。

A
　
安
全
性
の
高
い
指
紋
や
静

脈
な
ど
の
生
体
情
報
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
る
二
要

素
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
認
証
シ
ス
テ

ム
も
導
入
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
備
品
と
し
て
、
指
紋

認
証
装
置
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
等
を
購
入
予
定
で
す
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
国
か
ら
更
な
る

情
報
漏
え
い
対
策
を
講
じ
る
よ

う
な
動
き
が
あ
る
の
か
、
町
と

し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

A
　
現
状
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
対
策
と
し
て
、
国

か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

中
、
町
と
し
て
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
た

め
、
財
務
シ
ス
テ
ム
や
人
事
給

与
等
の
業
務
シ
ス
テ
ム
等
を
利

用
す
る
端
末
か
ら
直
接
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
な
い

よ
う
な
対
策
を
平
成
28
年
度
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改

正
に
伴
い
、
町
行
政
不
服
審
査

法
施
行
条
例
の
制
定
及
び
関
係

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
法
改
正
に
伴
い
、
行

政
不
服
審
査
会
の
事
務
を
神
奈

川
県
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
今
ま
で
、不
服
申
し
立
て

に
関
す
る
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

A
　
町
の
事
例
と
し
て
は
、過
去

10
年
間
で
３
件
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、

議
長
を
３
万
７
千
円
、
副
議
長

を
３
万
１
千
円
、
議
員
を
２
万

９
千
円
、
議
員
報
酬
を
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

Q
　
条
例
改
正
に
よ
る
影
響
額

と
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
を
受
け
て
の
執
行
部
の
見
解

は
。

A
　
全
体
で
約
９
２
０
万
円
の

引
き
上
げ
で
す
。
町
は
類
似
団

体
と
の
比
較
に
基
づ
く
答
申
結

果
を
尊
重
し
た
も
の
で
す
。

Q
　
過
去
の
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
で
議
員
報
酬
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
っ
た
中
で
、
な
ぜ
、

こ
の
間
、
議
論
が
進
ま
な
か
っ

た
の
か
。

A
　
当
時
の
諮
問
は
、
町
長
・

副
町
長
の
報
酬
に
関
す
る
も
の

で
議
員
報
酬
に
つ
い
て
の
諮
問

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
付
帯
意
見
と
し

て
、
議
員
報
酬
も
他
の
類
似
団

体
よ
り
低
い
状
況
が
見
受
け
ら

れ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
た

め
、
今
回
、
当
審
議
会
に
諮
問

し
た
も
の
で
す
。 

 

田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
指
定

管
理
者
に
静
岡
ビ
ル
保
善
・
シ

ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
共
同
事
業
体

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
指
定
期
間
は
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

Q
　
寒
川
総
合
体
育
館
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
シ
ン
コ
ー
ス

ポ
ー
ツ
・
静
岡
ビ
ル
保
善
共
同

事
業
体
と
、
今
回
の
指
定
管
理

者
の
名
称
が
逆
転
し
て
い
る
の

は
、
な
ぜ
か
。

A
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、

寒
川
総
合
体
育
館
に
比
べ
て
維

持
管
理
業
務
の
比
率
が
高
く
、

そ
の
分
野
を
得
意
と
し
た
静
岡

ビ
ル
保
善
株
式
会
社
を
代
表
に

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Q
　
今
回
の
指
定
管
理
者
の
応

募
に
申
請
し
た
地
元
団
体
は
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
推
進

に
寄
与
し
て
き
た
団
体
だ
が
、

町
は
、
地
元
団
体
を
育
成
す
る

観
点
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

A
　
指
定
管
理
者
が
、
施
設
を

管
理
・
運
営
す
る
中
で
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
大
い

に
支
援
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
寒
川
総
合
体
育
館
の
指
定

管
理
者
と
同
じ
業
者
だ
が
、
同

じ
業
者
に
指
定
管
理
を
さ
せ
る

こ
と
へ
の
リ
ス
ク
回
避
は
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
　
今
後
、
指
定
管
理
者
と
協

議
し
て
い
く
中
で
、
協
定
書
に

企
業
の
倒
産
し
た
場
合
の
対
応

等
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
際

に
は
、
寒
川
総
合
体
育
館
と
の

整
合
性
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
　
今
回
の
指
定
管
理
者
を
評

価
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ス
ト
削

減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
面
を
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
。

A
　
５
年
間
の
収
支
予
算
案
に

は
、
利
用
料
金
の
増
額
に
伴
い

減
額
す
る
方
向
で
予
算
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
事

業
の
展
開
や
町
内
団
体
と
の
連

携
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
地
域

お
こ
し
に
関
す
る
提
案
、
危
機

管
理
体
制
の
整
備
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
よ

り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
提
案
は
、
あ
っ
た

の
か
。

A
　
既
に
行
っ
て
い
る
事
業
の

ほ
か
、
地
域
団
体
と
の
連
携
事

業
を
図
り
、
公
園
利
用
の
幅
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
触

れ
合
い
の
場
を
創
出
す
る
よ
う

な
提
案
も
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
、
幅
広
く
集
客
が
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

Q
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の

交
通
の
不
便
性
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
今
後
、
多
く
の
事
業
展
開

や
利
用
者
を
見
込
む
中
で
、
移

動
の
確
保
が
大
変
重
要
と
考
え

る
。
町
と
し
て
、
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。

A
　
現
段
階
で
の
検
討
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
活
動

の
幅
を
拡
大
し
て
く
た
め
の
検

討
課
題
に
な
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q
　
今
後
、
指
定
管
理
者
が
各

事
業
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、

町
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を

持
ち
、
各
計
画
に
対
し
て
、
ど

う
評
価
し
て
い
く
の
か
。

A
　
計
画
書
に
は
年
次
・
月
次

報
告
の
ほ
か
、
各
事
業
の
報
告

を
す
る
旨
の
提
案
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
的
な
報
告
だ
け
で

な
く
、
業
者
と
定
期
的
に
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
な
ど
、
活
動
内

容
を
し
っ
か
り
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
指
定
管
理
者
に

静
岡
ビ
ル
保
善
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　共
同
事
業
体
を
指
定

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
経
費
及
び

　
　南
小
学
校
特
別
支
援
学
級
の 

　
　
　
　
　
　新
設
工
事
費
を
計
上 

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

　
１
月
第
２
回
会
議
を
１
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。議
案

１
件
が
提
案
さ
れ
、文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。主
な
内
容
と
質
疑

を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
３
月
会
議
に
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）は
、
歳
入
歳
出
予
算
額
を
２
億
１
２
９
万
円

追
加
し
、
予
算
総
額
１
４
４
億
７
３
９
万
円
と
す
る
こ
と
に

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
不
服
審
査
法
の

改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
制
定
・
改
正

議
員
報
酬
を

引
き
上
げ
改
定

補 

正 

予 

算 

条
例
の
制
定・改
正

▲平成26年7月に開所したシャワー室や 
　更衣室を備えた田端スポーツ公園管理棟 

▲田端スポーツ公園

【主な財源(歳入)】
●国、県からの補助金など
●まちづくり寄附金
●繰入金（財政調整基金）

2億1,197万円
375万円
676万円

【主な事業(歳出)】
●まちづくり基金への積み立て
●障害福祉サービス等の利用増に伴う追加費用
●個人番号カード交付事業実施に伴う交付金の追加

377万円
1,357万円
797万円

【補正予算を繰り越して、平成28年度で実施する事業】
●自治体情報セキュリティ強化対策費 
●高齢者向けの年金生活者等への臨時福祉給付金を給付
●南小学校の特別支援学級新設工事 

1,831万円
1億4,131万円
1,009万円

平成27年度一般会計補正予算（第5号）主な内容 

（表示単位未満は、四捨五入）
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Q
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
に

係
る
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
使
途
は
。

A
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
込
み
処
理
や
発
行
等
に
対

し
、
国
よ
り
追
加
で
交
付
を
受

け
た
も
の
で
す
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
予
定
枚
数
は
。

A
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
１
月
25
日
か
ら
交
付
を
開

始
し
、
現
在
、
約
３
０
０
枚
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中

に
は
約
２
５
０
０
枚
を
交
付
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
シ
ス

テ
ム
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
。

A
　
安
全
性
の
高
い
指
紋
や
静

脈
な
ど
の
生
体
情
報
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
る
二
要

素
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
認
証
シ
ス
テ

ム
も
導
入
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
備
品
と
し
て
、
指
紋

認
証
装
置
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
等
を
購
入
予
定
で
す
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
国
か
ら
更
な
る

情
報
漏
え
い
対
策
を
講
じ
る
よ

う
な
動
き
が
あ
る
の
か
、
町
と

し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

A
　
現
状
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
対
策
と
し
て
、
国

か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

中
、
町
と
し
て
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
た

め
、
財
務
シ
ス
テ
ム
や
人
事
給

与
等
の
業
務
シ
ス
テ
ム
等
を
利

用
す
る
端
末
か
ら
直
接
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
な
い

よ
う
な
対
策
を
平
成
28
年
度
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改

正
に
伴
い
、
町
行
政
不
服
審
査

法
施
行
条
例
の
制
定
及
び
関
係

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
法
改
正
に
伴
い
、
行

政
不
服
審
査
会
の
事
務
を
神
奈

川
県
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
今
ま
で
、不
服
申
し
立
て

に
関
す
る
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

A
　
町
の
事
例
と
し
て
は
、過
去

10
年
間
で
３
件
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、

議
長
を
３
万
７
千
円
、
副
議
長

を
３
万
１
千
円
、
議
員
を
２
万

９
千
円
、
議
員
報
酬
を
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

Q
　
条
例
改
正
に
よ
る
影
響
額

と
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
を
受
け
て
の
執
行
部
の
見
解

は
。

A
　
全
体
で
約
９
２
０
万
円
の

引
き
上
げ
で
す
。
町
は
類
似
団

体
と
の
比
較
に
基
づ
く
答
申
結

果
を
尊
重
し
た
も
の
で
す
。

Q
　
過
去
の
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
で
議
員
報
酬
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
っ
た
中
で
、
な
ぜ
、

こ
の
間
、
議
論
が
進
ま
な
か
っ

た
の
か
。

A
　
当
時
の
諮
問
は
、
町
長
・

副
町
長
の
報
酬
に
関
す
る
も
の

で
議
員
報
酬
に
つ
い
て
の
諮
問

は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
付
帯
意
見
と
し

て
、
議
員
報
酬
も
他
の
類
似
団

体
よ
り
低
い
状
況
が
見
受
け
ら

れ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
た

め
、
今
回
、
当
審
議
会
に
諮
問

し
た
も
の
で
す
。 

 

田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
指
定

管
理
者
に
静
岡
ビ
ル
保
善
・
シ

ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
共
同
事
業
体

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
指
定
期
間
は
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

Q
　
寒
川
総
合
体
育
館
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
シ
ン
コ
ー
ス

ポ
ー
ツ
・
静
岡
ビ
ル
保
善
共
同

事
業
体
と
、
今
回
の
指
定
管
理

者
の
名
称
が
逆
転
し
て
い
る
の

は
、
な
ぜ
か
。

A
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、

寒
川
総
合
体
育
館
に
比
べ
て
維

持
管
理
業
務
の
比
率
が
高
く
、

そ
の
分
野
を
得
意
と
し
た
静
岡

ビ
ル
保
善
株
式
会
社
を
代
表
に

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Q
　
今
回
の
指
定
管
理
者
の
応

募
に
申
請
し
た
地
元
団
体
は
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
推
進

に
寄
与
し
て
き
た
団
体
だ
が
、

町
は
、
地
元
団
体
を
育
成
す
る

観
点
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

A
　
指
定
管
理
者
が
、
施
設
を

管
理
・
運
営
す
る
中
で
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
大
い

に
支
援
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
寒
川
総
合
体
育
館
の
指
定

管
理
者
と
同
じ
業
者
だ
が
、
同

じ
業
者
に
指
定
管
理
を
さ
せ
る

こ
と
へ
の
リ
ス
ク
回
避
は
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
　
今
後
、
指
定
管
理
者
と
協

議
し
て
い
く
中
で
、
協
定
書
に

企
業
の
倒
産
し
た
場
合
の
対
応

等
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
際

に
は
、
寒
川
総
合
体
育
館
と
の

整
合
性
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
　
今
回
の
指
定
管
理
者
を
評

価
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ス
ト
削

減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
面
を
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
。

A
　
５
年
間
の
収
支
予
算
案
に

は
、
利
用
料
金
の
増
額
に
伴
い

減
額
す
る
方
向
で
予
算
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
事

業
の
展
開
や
町
内
団
体
と
の
連

携
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
地
域

お
こ
し
に
関
す
る
提
案
、
危
機

管
理
体
制
の
整
備
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
よ

り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
提
案
は
、
あ
っ
た

の
か
。

A
　
既
に
行
っ
て
い
る
事
業
の

ほ
か
、
地
域
団
体
と
の
連
携
事

業
を
図
り
、
公
園
利
用
の
幅
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
触

れ
合
い
の
場
を
創
出
す
る
よ
う

な
提
案
も
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
、
幅
広
く
集
客
が
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

Q
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の

交
通
の
不
便
性
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
今
後
、
多
く
の
事
業
展
開

や
利
用
者
を
見
込
む
中
で
、
移

動
の
確
保
が
大
変
重
要
と
考
え

る
。
町
と
し
て
、
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。

A
　
現
段
階
で
の
検
討
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
活
動

の
幅
を
拡
大
し
て
く
た
め
の
検

討
課
題
に
な
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q
　
今
後
、
指
定
管
理
者
が
各

事
業
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、

町
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を

持
ち
、
各
計
画
に
対
し
て
、
ど

う
評
価
し
て
い
く
の
か
。

A
　
計
画
書
に
は
年
次
・
月
次

報
告
の
ほ
か
、
各
事
業
の
報
告

を
す
る
旨
の
提
案
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
的
な
報
告
だ
け
で

な
く
、
業
者
と
定
期
的
に
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
な
ど
、
活
動
内

容
を
し
っ
か
り
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
指
定
管
理
者
に

静
岡
ビ
ル
保
善
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　共
同
事
業
体
を
指
定

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
経
費
及
び

　
　南
小
学
校
特
別
支
援
学
級
の 

　
　
　
　
　
　新
設
工
事
費
を
計
上 

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

　
１
月
第
２
回
会
議
を
１
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。議
案

１
件
が
提
案
さ
れ
、文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。主
な
内
容
と
質
疑

を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
３
月
会
議
に
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）は
、
歳
入
歳
出
予
算
額
を
２
億
１
２
９
万
円

追
加
し
、
予
算
総
額
１
４
４
億
７
３
９
万
円
と
す
る
こ
と
に

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
不
服
審
査
法
の

改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
制
定
・
改
正

議
員
報
酬
を

引
き
上
げ
改
定

補 

正 

予 

算 

条
例
の
制
定・改
正

▲平成26年7月に開所したシャワー室や 
　更衣室を備えた田端スポーツ公園管理棟 

▲田端スポーツ公園

【主な財源(歳入)】
●国、県からの補助金など
●まちづくり寄附金
●繰入金（財政調整基金）

2億1,197万円
375万円
676万円

【主な事業(歳出)】
●まちづくり基金への積み立て
●障害福祉サービス等の利用増に伴う追加費用
●個人番号カード交付事業実施に伴う交付金の追加

377万円
1,357万円
797万円

【補正予算を繰り越して、平成28年度で実施する事業】
●自治体情報セキュリティ強化対策費 
●高齢者向けの年金生活者等への臨時福祉給付金を給付
●南小学校の特別支援学級新設工事 

1,831万円
1億4,131万円
1,009万円

平成27年度一般会計補正予算（第5号）主な内容 

（表示単位未満は、四捨五入）



さむかわ議会だより　178号さむかわ議会だより　178号 1011

条例改正・人事・意見書 条例改正
　
人
事
院
の
給
与
改
定
の
勧
告

等
に
基
づ
き
、
一
般
職
、
特
別

職
及
び
特
定
任
期
付
職
員
の
給

与
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
一
般
職
の
期

末
勤
勉
手
当
及
び
特
別
職
の
期

末
手
当
を
０
・
１
月
分
引
き
上

げ
、
特
定
任
期
付
職
員
の
期
末

手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き
上

げ
る
も
の
な
ど
で
す
。

Q
　
弁
護
士
な
ど
高
度
の
能
力

を
有
す
る
方
な
ど
の
特
定
任
期

付
職
員
を
採
用
し
た
実
績
は
な

い
と
い
う
が
、今
後
の
予
定
は
。

A
　
今
後
、
弁
護
士
等
を
雇
用

す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

Q
　
専
門
分
野
の
相
談
が
あ
る

場
合
に
は
、
弁
護
士
に
相
談
料

を
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
現
在
、
行
政
相
談
員
と
し

て
、
弁
護
士
に
は
謝
礼
を
支
払
っ

て
、相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
各
課
業
務
の
行
政
上
の
問
題

に
対
し
て
は
、
担
当
を
通
じ
て
、

そ
の
弁
護
士
に
相
談
の
上
、処
理

し
て
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
基
金
を
設
置
目
的

の
事
業
の
費
用
に
元
金
も
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
正
す

る
も
の
で
す
。

Q
　
当
面
、基
金
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。 

A
　
今
後
、
基
金
は
、
町
民
の

国
際
理
解
・
国
際
交
流
活
動
の

推
進
を
図
る
事
業
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
中
で
も
、
さ
む
か
わ
国
際
交

流
協
会
と
連
携
し
、
基
金
の
目

的
に
合
致
し
た
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
用
語
の
定
義
に

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
義
務
教
育
学
校
を

新
た
な
学
校
の
種
類
と
し
て
加

え
る
た
め
、
条
文
の
整
理
を
図

る
も
の
で
す
。

　
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
保
育
士
不
足

解
消
の
観
点
か
ら
神
奈
川
県
が

国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育

士
事
業
実
施
区
域
と
し
て
認
定

さ
れ
た
た
め
、
職
員
の
資
格
に

国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育

士
を
加
え
る
も
の
で
す
。

Q
　
今
回
、
保
育
士
不
足
を
補

う
条
例
改
正
だ
と
思
う
が
、
町

の
現
在
の
状
況
は
。

A
　
町
内
の
民
間
保
育
園
で
も

保
育
士
の
確
保
が
大
変
だ
と
聞

き
ま
す
が
、
現
在
、
全
国
的
に

待
機
児
童
解
消
と
い
う
観
点
か

ら
保
育
園
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
条
例
改
正
は
、
保
育

士
の
確
保
に
向
け
、
地
域
限
定

保
育
士
を
職
員
資
格
に
含
め
る

も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
・

中
間
所
得
層
の
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
料
の
法
定
軽
減
の
所
得

判
定
基
準
拡
大
及
び
賦
課
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
小
規
模
型
通
所
介
護
を

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
さ
せ
る
た
め
、
同
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
基
準
を
改
め
る
も
の

な
ど
で
す
。

Q
　
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

て
い
る
運
営
推
進
会
議
に
つ
い

て
は
、
町
内
に
何
カ
所
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。 

A
　
運
営
推
進
会
議
は
、
指
定

事
業
所
で
利
用
者
や
、
そ
の
家

族
等
で
構
成
す
る
会
議
で
す

が
、
今
回
の
条
例
改
正
で
該
当

す
る
事
業
所
は
、
５
事
業
所
で

す
。  

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
、

こ
れ
ま
で
の
「
使
用
時
間
帯
に

よ
る
入
替
制
」
を
や
め
、
１
回

に
つ
き
３
時
間
ま
で
自
由
に
利

用
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の

で
す
。

Q
　
利
用
者
の
多
く
が
１
時
間

程
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
１
利
用

を
３
時
間
に
せ
ず
、
２
時
間
に

質
　
　疑

質
　
　疑

質
　
　疑

質
　
　疑

質
　
　疑

人
事
院
の
給
与
勧
告
等

に
よ
り
一
般
職
等
の

給
与
を
改
定

国
際
交
流
基
金
の

有
効
利
用
を
図
る

国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
基
準
を
改
正

寒
川
総
合
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
利
便
性
向
上
を
図
る

小
児
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
基
準
を
改
正

人

　事

　案

　件

し
て
利
用
率
を
上
げ
て
売
り
上

げ
を
上
げ
る
方
策
に
す
べ
き
で

は
。

A
　
当
面
は
、
３
時
間
を
継
続

し
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
利
用

時
間
・
利
用
料
金
に
つ
い
て
は

次
年
度
以
降
の
検
討
課
題
と
し

て
い
き
ま
す
。

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火

気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の一部
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
整
理
を
図
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
省
令
施
行
後

10
年
が
経
過
し
、
当
初
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
設
備
や
器
具
に

対
応
を
図
る
た
め
省
令
等
が
改

正
さ
れ
た
た
め
、
条
例
も
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施

行
令
及
び
非
常
勤
消
防
団
員
等

に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
の
整
理
を
図
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
非
常
勤
職
員

等
の
疾
病
補
償
年
金
と
障
害
厚

生
年
金
と
を
併
給
す
る
場
合
の

併
給
率
と
休
業
補
償
と
障
害
厚

生
年
金
等
を
併
給
す
る
場
合
の

調
整
率
を
改
め
る
も
の
で
す
。

火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

非
常
勤
職
員
等
の

公
務
災
害
補
償
等
を
改
正

▲トレーニング機器が更新された
　寒川総合体育館のトレーニングルーム

　
人
権
擁
護
委
員
の
長
﨑

早
苗
氏
の
後
任
に
永
井
え

み
子
氏
を
、
ま
た
、
引
き

続
き
入
澤
章
氏
を
推
薦
し

た
い
と
し
て
、
議
会
に
提

案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

適
任
と
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

永
井  

え
み
子 

氏

な
が 

い

こ

入
澤

　

   

章   

氏

い
り
さ
わ

あ
き
ら

地方単独事業に係る国民健康保険の減額調整措置の見直しを求める意見書

見書案1件を可決し、国など関係機関へ送付しました意

　昨年５月に「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が
成立し、国民健康保険の財政基盤の強化や都道府県による財政運営に向けて具体的な改革作業が始まっ
た。その改革に当たっては国と地方の協議により、地方単独事業に係る国庫負担調整措置の見直しなど
が今後の検討課題とされた。
　一方、地方創生の観点から人口減少問題に真正面から取り組むことが求められており、全国の自治体
では単独事業として乳幼児医療費の助成制度の拡充などに取り組む事例が多くみられる。
　さらに、平成26年度補正予算で用意された国の交付金を活用し、対象年齢の引き上げなどの事業内容
の拡充に取り組む自治体も報告されている。
　こうした状況の中で、全ての自治体で取り組まれている乳幼児医療の助成制度など、地方単独の医療
費助成制度に対する国の減額調整措置について、次のとおり早急に見直しを行うよう強く要請する。

１　人口減少問題に取り組むいわゆる地方創生作業が進む中、地方単独事業による子ども等に係る医
療費助成と国民健康保険の国庫負担の減額調整措置の在り方について検討を進め、早急に結論を出
すこと。

２　検討に当たっては、少子高齢化が進行する中、子育て支援、地方創生、地域包括ケア等の幅広い
視点から実効性ある施策を進めることが必要であり、そうした観点から子ども等に係る医療の支援
策を総合的に検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　平成28年３月22日

神奈川県高座郡寒川町議会

議　長 黒　沢　善　行

提出先）内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・厚生労働大臣
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条例改正・人事・意見書 条例改正
　
人
事
院
の
給
与
改
定
の
勧
告

等
に
基
づ
き
、
一
般
職
、
特
別

職
及
び
特
定
任
期
付
職
員
の
給

与
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
一
般
職
の
期

末
勤
勉
手
当
及
び
特
別
職
の
期

末
手
当
を
０
・
１
月
分
引
き
上

げ
、
特
定
任
期
付
職
員
の
期
末

手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き
上

げ
る
も
の
な
ど
で
す
。

Q
　
弁
護
士
な
ど
高
度
の
能
力

を
有
す
る
方
な
ど
の
特
定
任
期

付
職
員
を
採
用
し
た
実
績
は
な

い
と
い
う
が
、今
後
の
予
定
は
。

A
　
今
後
、
弁
護
士
等
を
雇
用

す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

Q
　
専
門
分
野
の
相
談
が
あ
る

場
合
に
は
、
弁
護
士
に
相
談
料

を
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
現
在
、
行
政
相
談
員
と
し

て
、
弁
護
士
に
は
謝
礼
を
支
払
っ

て
、相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
各
課
業
務
の
行
政
上
の
問
題

に
対
し
て
は
、
担
当
を
通
じ
て
、

そ
の
弁
護
士
に
相
談
の
上
、処
理

し
て
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
基
金
を
設
置
目
的

の
事
業
の
費
用
に
元
金
も
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
正
す

る
も
の
で
す
。

Q
　
当
面
、基
金
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。 

A
　
今
後
、
基
金
は
、
町
民
の

国
際
理
解
・
国
際
交
流
活
動
の

推
進
を
図
る
事
業
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
中
で
も
、
さ
む
か
わ
国
際
交

流
協
会
と
連
携
し
、
基
金
の
目

的
に
合
致
し
た
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
用
語
の
定
義
に

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
義
務
教
育
学
校
を

新
た
な
学
校
の
種
類
と
し
て
加

え
る
た
め
、
条
文
の
整
理
を
図

る
も
の
で
す
。

　
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
保
育
士
不
足

解
消
の
観
点
か
ら
神
奈
川
県
が

国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育

士
事
業
実
施
区
域
と
し
て
認
定

さ
れ
た
た
め
、
職
員
の
資
格
に

国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育

士
を
加
え
る
も
の
で
す
。

Q
　
今
回
、
保
育
士
不
足
を
補

う
条
例
改
正
だ
と
思
う
が
、
町

の
現
在
の
状
況
は
。

A
　
町
内
の
民
間
保
育
園
で
も

保
育
士
の
確
保
が
大
変
だ
と
聞

き
ま
す
が
、
現
在
、
全
国
的
に

待
機
児
童
解
消
と
い
う
観
点
か

ら
保
育
園
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
条
例
改
正
は
、
保
育

士
の
確
保
に
向
け
、
地
域
限
定

保
育
士
を
職
員
資
格
に
含
め
る

も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
・

中
間
所
得
層
の
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
料
の
法
定
軽
減
の
所
得

判
定
基
準
拡
大
及
び
賦
課
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
小
規
模
型
通
所
介
護
を

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
さ
せ
る
た
め
、
同
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
基
準
を
改
め
る
も
の

な
ど
で
す
。

Q
　
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

て
い
る
運
営
推
進
会
議
に
つ
い

て
は
、
町
内
に
何
カ
所
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。 

A
　
運
営
推
進
会
議
は
、
指
定

事
業
所
で
利
用
者
や
、
そ
の
家

族
等
で
構
成
す
る
会
議
で
す

が
、
今
回
の
条
例
改
正
で
該
当

す
る
事
業
所
は
、
５
事
業
所
で

す
。  

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
、

こ
れ
ま
で
の
「
使
用
時
間
帯
に

よ
る
入
替
制
」
を
や
め
、
１
回

に
つ
き
３
時
間
ま
で
自
由
に
利

用
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の

で
す
。

Q
　
利
用
者
の
多
く
が
１
時
間

程
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
１
利
用

を
３
時
間
に
せ
ず
、
２
時
間
に

質
　
　疑

質
　
　疑

質
　
　疑

質
　
　疑

質
　
　疑

人
事
院
の
給
与
勧
告
等

に
よ
り
一
般
職
等
の

給
与
を
改
定

国
際
交
流
基
金
の

有
効
利
用
を
図
る

国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
基
準
を
改
正

寒
川
総
合
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
利
便
性
向
上
を
図
る

小
児
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
基
準
を
改
正

人

　事

　案

　件

し
て
利
用
率
を
上
げ
て
売
り
上

げ
を
上
げ
る
方
策
に
す
べ
き
で

は
。

A
　
当
面
は
、
３
時
間
を
継
続

し
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
利
用

時
間
・
利
用
料
金
に
つ
い
て
は

次
年
度
以
降
の
検
討
課
題
と
し

て
い
き
ま
す
。

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火

気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の一部
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
整
理
を
図
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
省
令
施
行
後

10
年
が
経
過
し
、
当
初
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
設
備
や
器
具
に

対
応
を
図
る
た
め
省
令
等
が
改

正
さ
れ
た
た
め
、
条
例
も
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施

行
令
及
び
非
常
勤
消
防
団
員
等

に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
の
整
理
を
図
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
非
常
勤
職
員

等
の
疾
病
補
償
年
金
と
障
害
厚

生
年
金
と
を
併
給
す
る
場
合
の

併
給
率
と
休
業
補
償
と
障
害
厚

生
年
金
等
を
併
給
す
る
場
合
の

調
整
率
を
改
め
る
も
の
で
す
。

火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

非
常
勤
職
員
等
の

公
務
災
害
補
償
等
を
改
正

▲トレーニング機器が更新された
　寒川総合体育館のトレーニングルーム

　
人
権
擁
護
委
員
の
長
﨑

早
苗
氏
の
後
任
に
永
井
え

み
子
氏
を
、
ま
た
、
引
き

続
き
入
澤
章
氏
を
推
薦
し

た
い
と
し
て
、
議
会
に
提

案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

適
任
と
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

永
井  

え
み
子 

氏

な
が 

い

こ

入
澤

　

   

章   

氏

い
り
さ
わ

あ
き
ら

地方単独事業に係る国民健康保険の減額調整措置の見直しを求める意見書

見書案1件を可決し、国など関係機関へ送付しました意

　昨年５月に「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が
成立し、国民健康保険の財政基盤の強化や都道府県による財政運営に向けて具体的な改革作業が始まっ
た。その改革に当たっては国と地方の協議により、地方単独事業に係る国庫負担調整措置の見直しなど
が今後の検討課題とされた。
　一方、地方創生の観点から人口減少問題に真正面から取り組むことが求められており、全国の自治体
では単独事業として乳幼児医療費の助成制度の拡充などに取り組む事例が多くみられる。
　さらに、平成26年度補正予算で用意された国の交付金を活用し、対象年齢の引き上げなどの事業内容
の拡充に取り組む自治体も報告されている。
　こうした状況の中で、全ての自治体で取り組まれている乳幼児医療の助成制度など、地方単独の医療
費助成制度に対する国の減額調整措置について、次のとおり早急に見直しを行うよう強く要請する。

１　人口減少問題に取り組むいわゆる地方創生作業が進む中、地方単独事業による子ども等に係る医
療費助成と国民健康保険の国庫負担の減額調整措置の在り方について検討を進め、早急に結論を出
すこと。

２　検討に当たっては、少子高齢化が進行する中、子育て支援、地方創生、地域包括ケア等の幅広い
視点から実効性ある施策を進めることが必要であり、そうした観点から子ども等に係る医療の支援
策を総合的に検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　平成28年３月22日

神奈川県高座郡寒川町議会

議　長 黒　沢　善　行

提出先）内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・厚生労働大臣
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陳情・人事・3月第2回会議

　
第
１
回
定
例
会
３
月
第
２
回

会
議
を
３
月
30
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
が
１
件
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
の
主
な
内
容

と
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

は
、
各
自
治
体
２
事
業
の
申
請

が
で
き
る
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
事
業
以
外

に
申
請
し
た
事
業
は
あ
る
の

か
。

A
　
単
独
事
業
と
し
て
は
「
寒

川
に
こ
に
こ
学
習
の
推
進
に
よ

る
若
い
世
代
の
確
保
事
業
」
を

申
請
し
ま
し
た
が
採
択
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
他
に
広
域
連
携

事
業
と
し
て
２
事
業
を
申
請

し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

Q
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
実
行
す
る
に
当

た
っ
て
は
、国
の
交
付
金
の
獲
得

に
向
け
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
も
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

A
　
戦
略
で
定
め
た
各
事
業
は

目
標
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
今
後
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し

た
い
と
考
え
ま
す

質
　
　疑

【財源(歳入)】
●国からの交付金 1,299万円

63万円
1,236万円

【事業(歳出)】
【寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略】
●地域経済コンシェルジュへの消耗品購入費等
●商工業支援の各種セミナー委託料及び補助金等

【補正予算を繰り越して、平成28年度で実施する事業】
●寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略関連経費　　　 
●地方公共団体情報システム機構への通知カード・
　　　　　個人番号カード関連事務の委任に係る経費

1,299万円
1,117万円

平成27年度一般会計補正予算（第6号）主な内容

（表示単位未満は、四捨五入）

手
話
の
利
用
促
進
に
向
け

　
　
　
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

一般質問　議員12人が町政を問う

13

平
成
28
年
度
施
政
方
針
か
ら

　
　
　
　  

雨
水
対
策
の
充
実
を

横  手 　晃 議員

佐藤　正憲 議員

近
年
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
の
異
常
気
象
を
鑑
み
、
雨

水
対
策
は
町
と
し
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。ハ
ー
ド
整
備
等
の

「
公
助
」を
提
供
し
つつ
、「
自
助
」

の
考
え
を
周
知
・
啓
発
し
施
策

を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
浸
水
し
や
す
い
箇
所
へ
の

局
所
的
な
対
応
は
。

②
貯
留
浸
透
施
設
の
推
進
に

つ
い
て
町
の
対
応
は
。

③
水
害
時
の
情
報
収
集
・

発
信
の
仕
組
み
に
つ
い
て
。

④「
自
助
」の
周
知
、
啓
発
の

取
り
組
み
は
。

都
市
建
設
部
長
　
①
雨
水

整
備
が
完
了
後
も
浸
水
被
害

が
慢
性
的
に
生
じ
や
す
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
排
水
施
設
の
循
環

工
法
や
流
量
の
調
査
、
排
水
計

画
の
見
直
し
等
を
行
い
、
改
善

効
果
が
見
込
ま
れ
る
地
区
に
つ

い
て
は
、
雨
水
排
水
施
設
の
改

善
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
開
発
に
伴
う
指
導

と
し
て
、
町
開
発
指
導
要
綱
に

よ
る
、
雨
水
浸
透
施
設
設
置
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、建
築

確
認
の
場
合
も
併
せ
、
条
例
で

の
義
務
化
な
ど
に
向
け
、
他
市

の
取
り
組
み
を
調
査
・
研
究
し

て
い
き
ま
す
。　

副
町
長
　
③
水
防
体
制
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、よ
り
詳

細
な
気
象
情
報
の
予
測
や
現
場

情
報
を
把
握
し
ま
す
。ま
た
、

当
然
な
が
ら
職
員
に
よ
る
情
報

収
集
も
し
て
い
き
ま
す
。

町
防
災
行
政
無
線
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信
、ツ
イ
ッ

タ
ー
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
専
用
端

末
に
よ
る
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
利
用

し
、
迅
速
な
情
報
伝
達
に
努
め

ま
す
。

④
被
害
の
軽
減
を
図
る
に
は

一
人
一
人
の
防
災
意
識
、
地
域
防

災
力
の
向
上
が
重
要
で
す
。自

主
防
災
組
織
の
訓
練
、
講
演
会

等
で
、
自
助
の
重
要
性
の
啓
発

を
図
り
ま
す
。

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
防
災
力
の
充
実

強
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
消
防

団
の
担
う
役
割
が

増
す
一方
、東
日
本
大
震
災
で
は

多
く
の
消
防
団
員
が
犠
牲
と
な

り
、
団
員
の
安
全
確
保
の
観
点

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。消
防

団
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
町

の
取
り
組
み
は
。

消
防
長
　
消
防
団
の
装
備

基
準
に
基
づ
き
、
団
員
の
安
全

確
保
に
必
要
な
装
備
品
は
順
次

配
布
し
て
い
ま
す
。災
害
現
場

に
て
、
団
員
自
ら
の
安
全
を
確

保
し
、地
域
住
民
の
救
助
、避
難

誘
導
等
の
活
動
が
行
え
る
よ

う
、技
術
装
備
の
充
実
、安
全
管

理
の
研
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

補

　正

　予

　算

人

　事

　案

　件

消
防
団
の
安
全
確
保
を

①
現
在
、「
手
話
言
語
法（
仮

称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

が
、全
国
１
７
８
８
全
て
の
地
方

議
会
で
採
択
さ
れ
た
と
い
う

「
後
押
し
」
が
あ
る
も
の
の
、
法

律
制
定
に
は
ま
だ
ま
だ
乗
り
越

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が

多
々
あ
り
、
時
間
が
か
か
る
も

の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
町
で「
独
自
」の
手

話
言
語
条
例
を
制
定
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
町
の

見
解
は
。

②
兵
庫
県
明
石
市
の
「
手
話

言
語
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

要
約
筆
記
・
点
字
・
音
訳
等

障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
利
用
を
促
進
す
る
条

例
」を
モ
デ
ル
と
し
て
、
寒
川
町

独
自
の
「
障
害
者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、

別
の
機
会
に
提
案
し
た
い
。

そ
の
提
案
を
も
と
に
、
担
当

部
署
等
と
の
研
究
、検
討
の
場
、

機
会
を
設
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
か
。

町
長
　
①
国
に
お
い
て
、
障

害
者
総
合
支
援
法
施
行
３
年

後
の
見
直
し
の
中
で
、
聴
覚
障

が
い
者
等
の
意
思
疎
通
に
関
す

る
障
害
へ
の
支
援
の
在
り
方
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
障

害
者
総
合
支
援
法
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
意
思
疎
通
支
援

と
し
て
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆

記
者
の
派
遣
や
手
話
奉
仕
員
の

養
成
な
ど
の
地
域
生
活
支
援
事

業
を
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
確
実
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

福
祉
部
長
　
①
神

奈
川
県
が
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
手
話
推

進
計
画
の
施
策
に
つ
い

て
注
視
し
、
連
携
・

協
力
し
て
手
話
の
普

及
等
の
周
知
・
啓
発

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長
　
②
全
て
の

地
方
議
会
で
意
見
書

が
採
択
さ
れ
た
中
、

手
話
言
語
法
制
定
に

向
け
た
今
後
の
国

の
動
向
を
見
守
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川

県
も
手
話
言
語
条
例
を
制
定

し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、

町
と
し
て
主
体
的
に
ど
う
動
け

る
か
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま

す
。現

段
階
、
完
全
な
部
分
、
十

分
充
足
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
補
足
す
る
意
味
で
も
、
そ

う
い
っ
た
条
例
の
制
定
の
必
要

性
等
も
含
め
、
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲消防団危険予知訓練研修

▲手話講習会の様子

　
副
町
長
の
木
内
礼
次
郎
氏

の
任
期
が
３
月
31
日
に
満
了

を
迎
え
る
た
め
、
後
任
に
常

盤
氏
を
選
任
し
た
い
と
し
て

提
案
さ
れ
、
投
票
に
よ
る
採

決
の
結
果
、
同
意
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。

　
常
盤
氏
は
、
道
路
課
長
、

都
市
建
設
部
長
な
ど
を
歴
任

し
、
長
年
に
わ
た
り
行
政
に

携
わ
っ
て
き
た
方
で
あ
り
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
、
今
後
の
町
の
発
展
に

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
現
任
の
木
内
礼
次
郎
氏

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
そ

の
後
任
に
小
島
氏
を
選
任

し
た
い
と
し
て
提
案
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
同
意

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
に

小
島

　輝
雄  

氏

こ
じ
ま

て
る
お

副 

町 

長 

に

常
盤

　哲
弘  

氏

と
き 

わ

の
り
ひ
ろ

3月第2回会議
3/30に開催

情を審査しました陳
3月会議では、陳情1件を総務常任委員会で審査し、次のとおりの結果となりました。

陳　　情　　名 委員会の付託先と審査結果 本会議採決

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を
求める陳情書

【付託先】総務常任委員会
【審査結果】賛成少数で不採択 不採択
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陳情・人事・3月第2回会議

　
第
１
回
定
例
会
３
月
第
２
回

会
議
を
３
月
30
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
が
１
件
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
の
主
な
内
容

と
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

は
、
各
自
治
体
２
事
業
の
申
請

が
で
き
る
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
事
業
以
外

に
申
請
し
た
事
業
は
あ
る
の

か
。

A
　
単
独
事
業
と
し
て
は
「
寒

川
に
こ
に
こ
学
習
の
推
進
に
よ

る
若
い
世
代
の
確
保
事
業
」
を

申
請
し
ま
し
た
が
採
択
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
他
に
広
域
連
携

事
業
と
し
て
２
事
業
を
申
請

し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

Q
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
実
行
す
る
に
当

た
っ
て
は
、国
の
交
付
金
の
獲
得

に
向
け
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
も
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

A
　
戦
略
で
定
め
た
各
事
業
は

目
標
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
今
後
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し

た
い
と
考
え
ま
す

質
　
　疑

【財源(歳入)】
●国からの交付金 1,299万円

63万円
1,236万円

【事業(歳出)】
【寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略】
●地域経済コンシェルジュへの消耗品購入費等
●商工業支援の各種セミナー委託料及び補助金等

【補正予算を繰り越して、平成28年度で実施する事業】
●寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略関連経費　　　 
●地方公共団体情報システム機構への通知カード・
　　　　　個人番号カード関連事務の委任に係る経費

1,299万円
1,117万円

平成27年度一般会計補正予算（第6号）主な内容

（表示単位未満は、四捨五入）

手
話
の
利
用
促
進
に
向
け

　
　
　
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

一般質問　議員12人が町政を問う

13

平
成
28
年
度
施
政
方
針
か
ら

　
　
　
　  

雨
水
対
策
の
充
実
を

横  手 　晃 議員

佐藤　正憲 議員

近
年
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
の
異
常
気
象
を
鑑
み
、
雨

水
対
策
は
町
と
し
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。ハ
ー
ド
整
備
等
の

「
公
助
」を
提
供
し
つつ
、「
自
助
」

の
考
え
を
周
知
・
啓
発
し
施
策

を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
浸
水
し
や
す
い
箇
所
へ
の

局
所
的
な
対
応
は
。

②
貯
留
浸
透
施
設
の
推
進
に

つ
い
て
町
の
対
応
は
。

③
水
害
時
の
情
報
収
集
・

発
信
の
仕
組
み
に
つ
い
て
。

④「
自
助
」の
周
知
、
啓
発
の

取
り
組
み
は
。

都
市
建
設
部
長
　
①
雨
水

整
備
が
完
了
後
も
浸
水
被
害

が
慢
性
的
に
生
じ
や
す
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
排
水
施
設
の
循
環

工
法
や
流
量
の
調
査
、
排
水
計

画
の
見
直
し
等
を
行
い
、
改
善

効
果
が
見
込
ま
れ
る
地
区
に
つ

い
て
は
、
雨
水
排
水
施
設
の
改

善
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
開
発
に
伴
う
指
導

と
し
て
、
町
開
発
指
導
要
綱
に

よ
る
、
雨
水
浸
透
施
設
設
置
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、建
築

確
認
の
場
合
も
併
せ
、
条
例
で

の
義
務
化
な
ど
に
向
け
、
他
市

の
取
り
組
み
を
調
査
・
研
究
し

て
い
き
ま
す
。　

副
町
長
　
③
水
防
体
制
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、よ
り
詳

細
な
気
象
情
報
の
予
測
や
現
場

情
報
を
把
握
し
ま
す
。ま
た
、

当
然
な
が
ら
職
員
に
よ
る
情
報

収
集
も
し
て
い
き
ま
す
。

町
防
災
行
政
無
線
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信
、ツ
イ
ッ

タ
ー
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
専
用
端

末
に
よ
る
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
利
用

し
、
迅
速
な
情
報
伝
達
に
努
め

ま
す
。

④
被
害
の
軽
減
を
図
る
に
は

一
人
一
人
の
防
災
意
識
、
地
域
防

災
力
の
向
上
が
重
要
で
す
。自

主
防
災
組
織
の
訓
練
、
講
演
会

等
で
、
自
助
の
重
要
性
の
啓
発

を
図
り
ま
す
。

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
防
災
力
の
充
実

強
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
消
防

団
の
担
う
役
割
が

増
す
一方
、東
日
本
大
震
災
で
は

多
く
の
消
防
団
員
が
犠
牲
と
な

り
、
団
員
の
安
全
確
保
の
観
点

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。消
防

団
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
町

の
取
り
組
み
は
。

消
防
長
　
消
防
団
の
装
備

基
準
に
基
づ
き
、
団
員
の
安
全

確
保
に
必
要
な
装
備
品
は
順
次

配
布
し
て
い
ま
す
。災
害
現
場

に
て
、
団
員
自
ら
の
安
全
を
確

保
し
、地
域
住
民
の
救
助
、避
難

誘
導
等
の
活
動
が
行
え
る
よ

う
、技
術
装
備
の
充
実
、安
全
管

理
の
研
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

補

　正

　予

　算

人

　事

　案

　件

消
防
団
の
安
全
確
保
を

①
現
在
、「
手
話
言
語
法（
仮

称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

が
、全
国
１
７
８
８
全
て
の
地
方

議
会
で
採
択
さ
れ
た
と
い
う

「
後
押
し
」
が
あ
る
も
の
の
、
法

律
制
定
に
は
ま
だ
ま
だ
乗
り
越

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が

多
々
あ
り
、
時
間
が
か
か
る
も

の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
町
で「
独
自
」の
手

話
言
語
条
例
を
制
定
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
町
の

見
解
は
。

②
兵
庫
県
明
石
市
の
「
手
話

言
語
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

要
約
筆
記
・
点
字
・
音
訳
等

障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
利
用
を
促
進
す
る
条

例
」を
モ
デ
ル
と
し
て
、
寒
川
町

独
自
の
「
障
害
者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、

別
の
機
会
に
提
案
し
た
い
。

そ
の
提
案
を
も
と
に
、
担
当

部
署
等
と
の
研
究
、検
討
の
場
、

機
会
を
設
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
か
。

町
長
　
①
国
に
お
い
て
、
障

害
者
総
合
支
援
法
施
行
３
年

後
の
見
直
し
の
中
で
、
聴
覚
障

が
い
者
等
の
意
思
疎
通
に
関
す

る
障
害
へ
の
支
援
の
在
り
方
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
障

害
者
総
合
支
援
法
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
意
思
疎
通
支
援

と
し
て
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆

記
者
の
派
遣
や
手
話
奉
仕
員
の

養
成
な
ど
の
地
域
生
活
支
援
事

業
を
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
確
実
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

福
祉
部
長
　
①
神

奈
川
県
が
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
手
話
推

進
計
画
の
施
策
に
つ
い

て
注
視
し
、
連
携
・

協
力
し
て
手
話
の
普

及
等
の
周
知
・
啓
発

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長
　
②
全
て
の

地
方
議
会
で
意
見
書

が
採
択
さ
れ
た
中
、

手
話
言
語
法
制
定
に

向
け
た
今
後
の
国

の
動
向
を
見
守
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川

県
も
手
話
言
語
条
例
を
制
定

し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、

町
と
し
て
主
体
的
に
ど
う
動
け

る
か
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま

す
。現

段
階
、
完
全
な
部
分
、
十

分
充
足
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
補
足
す
る
意
味
で
も
、
そ

う
い
っ
た
条
例
の
制
定
の
必
要

性
等
も
含
め
、
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲消防団危険予知訓練研修

▲手話講習会の様子

　
副
町
長
の
木
内
礼
次
郎
氏

の
任
期
が
３
月
31
日
に
満
了

を
迎
え
る
た
め
、
後
任
に
常

盤
氏
を
選
任
し
た
い
と
し
て

提
案
さ
れ
、
投
票
に
よ
る
採

決
の
結
果
、
同
意
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。

　
常
盤
氏
は
、
道
路
課
長
、

都
市
建
設
部
長
な
ど
を
歴
任

し
、
長
年
に
わ
た
り
行
政
に

携
わ
っ
て
き
た
方
で
あ
り
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
、
今
後
の
町
の
発
展
に

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
現
任
の
木
内
礼
次
郎
氏

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
そ

の
後
任
に
小
島
氏
を
選
任

し
た
い
と
し
て
提
案
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
同
意

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
に

小
島

　輝
雄  

氏

こ
じ
ま

て
る
お

副 

町 

長 

に

常
盤

　哲
弘  

氏

と
き 

わ

の
り
ひ
ろ

3月第2回会議
3/30に開催

情を審査しました陳
3月会議では、陳情1件を総務常任委員会で審査し、次のとおりの結果となりました。

陳　　情　　名 委員会の付託先と審査結果 本会議採決

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を
求める陳情書

【付託先】総務常任委員会
【審査結果】賛成少数で不採択 不採択
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第
６
次
寒
川
町
行
政
改
革

　 

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
と
成
果
は

町
の
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　  

な
ぜ
高
い
か

認
可
保
育
園

　
　
　
　
　
保
育
の
質
の
確
保
を

 

商
業
・
農
業

　 

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

柳下　雅子 議員

山田　政博 議員

喜多村　出 議員

細川　京三 議員

町
の
国
民
健
康
保
険
料
は

県
内
で
も
高
額
で
あ
る
。滞
納

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
具
合
が

悪
く
て
も
病
院
に
行
く
の
を
た

め
ら
い
、
手
遅
れ
に
な
る
ケ
ー
ス

も
考
え
ら
れ
る
。国
は
平
成
30

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
を
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
す
方
針
だ
が
、
こ
れ

で
は
構
造
的
問
題
が
解
消
で
き

な
い
と
考
え
る
。加
入
者
の
負

担
軽
減
の
仕
組
み
を
確
立
し
、

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
考
え
、次
の
点
を
問
う
。

①
町
の
国
民
健
康
保
険
料

は
な
ぜ
高
い
の
か
。

②
都
道
府
県
単
位
の
広
域

化
で
保
険
制
度
は
変
わ
る
の
か
。

福
祉
部
長
　
①
国
民
健
康

保
険
料
は
、
保
険
給
付
費
等
に

充
て
る
た
め
、
被
保
険
者
の
皆

様
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で

あ
り
、
適
正
な
算
出
額
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
、一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
の
額
に
つ
い
て
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
持
っ
て
お
り
、そ

の
額
は
県
内
自
治
体
の
中
で
比

較
す
る
と
少
な
い
額
と
な
っ
て

お
り
、
保
険
料
が
高
い
と
言
わ

れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
、
レ
セ
プ
ト
点
検
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
進
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
、
保
険
料
負

担
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
保

険
給
付
な
ど
は
引
き
続
き
市

町
村
が
行
い
ま
す
。県
は
、県
全

体
の
保
険
給
付
費
等
を
踏
ま

え
、市
町
村
ご
と
の
県
へ
の
納
付

金
や
市
町
村
が
保
険
料
率
を

定
め
る
際
に
参
考
と
す
る
標
準

保
険
料
率
の
算
定
を
行
い
、
保

険
給
付
に
要
し
た
費
用
を
各

市
町
村
に
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。被
保
険
者
で
あ
る
皆
様

に
は
、
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

寒
川
神
社
へ
の
参
拝
客
や
、

地
域
住
民
、
通
勤
通
学
で
多
く

の
方
々
が
利
用
す
る
宮
山
駅
。

利
用
者
か
ら
は
駅
の
ト
イ
レ
が

使
い
に
く
い
の
で
、

改
善
の
要
望
が
あ

る
が
、
町
の
考
え

は
。

①
宮
山
駅
の
位
置
づ
け
は
。

②
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
に

改
善
を
す
る
考
え
は
。

町
長
　
①
寒
川
神
社
の
最

寄
り
駅
と
し
て
、
多
く
の
参
拝

客
の
ご
利
用
に
供
す
る
と
と
も

に
、通
勤
、通
学
に
も
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な

駅
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
宮
山
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
は

設
置
か
ら
27
年
以
上
経
過
し

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、改
修
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
多
く
は
鉄
道
利
用

者
で
も
あ
り
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
を
深
め
、
整
備
主
体
や
時

期
等
、明
確
化
に
努
め
ま
す
。

宮
山
駅
の
ト
イ
レ
の
改
善
を

第
６
次
寒
川
町
行
政
改
革

プ
ラ
ン
は
快
適
で
住
み
や
す
く
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の

プ
ラ
ン
で
あ
る
。

現
在
、
職
員
１
人
当
た
り
の

事
務
量
が
増
え
、
新
規
事
業
に

対
応
す
る
職
員
増
は
財
政
上

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
ゆ
え
、

平
成
27
年
度
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
推
進
や
広
域
連
携
の

推
進
、
柔
軟
で
効
率
的
な
行
政

体
制
の
構
築
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
き
た
。そ
こ
で
、
財
政

面
、施
策
の
面
か
ら
問
う
。

①
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
考

え
方
や
、
そ
の
事
務
量
や
予
算

額
を
現
状
把
握
し
て
い
る
の

か
。

②
な
ぜ
、
従
来
の
改
革
の
考

え
方
で
あ
る
歳
出
を
削
減
し
、

そ
の
額
を
必
要
な
事
業
等
に
充

て
な
い
の
か
。

③
平
成
27
年
度
の
取
り
組

み
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
。

④
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
結

果
、
総
体
的
に
歳
出
の
コ
ス
ト

削
減
は
図
ら
れ
る
の
か
。

⑤
民
主
主
義
の
と
り
で
で
あ

る
公
民
館
と
図
書
館
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
の
協
議
状
況

は
。⑥

第
６
次
行
政
改
革
の
目

標
達
成
の
成
果
は
、
ど
の
よ
う

に
図
ら
れ
る
の
か
。

町
長
　
③
町
を
取
り
巻
く

環
境
が
刻
一
刻
と
変
化
す
る

中
、
状
況
に
応
じ
た
迅
速
な
対

応
が
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。

副
町
長
　
①
一
般
的
に
は
外

部
委
託
化
な
ど
民
間
活
力
の

導
入
で
す
が
、
多
様
な
任
用
形

態
の
活
用
な
ど
も
含
め
た
取
り

組
み
を
第
６
次
行
政
改
革
プ
ラ

ン
の
考
え
方
と
し

て
い
ま
す
。こ
の
考

え
方
で
の
現
状
の

事
務
量
や
予
算

額
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

指
定
管
理
経
費
や
委
託
料
の

部
分
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

②
コ
ス
ト
削
減
だ
け
を
目
標

に
せ
ず
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
創
出
し

た
正
規
職
員
を
横
の
連
携
強

化
を
す
る
組
織
づ
く
り
と
職
員

の
能
力
、
能
率
向
上
に
資
す
る

環
境
づ
く
り
に
配
分
す
る
こ
と

で
効
率
的
な
事
業
実
施
と
施

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
経
費
は
か
か
り
ま
す
が
、

従
来
の
支
出
を
抑
え
る
努
力
の

中
で
、
よ
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き

た
企
画
立
案
が
で
き
る
行
政
施

策
等
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
次
長
　
⑤
現
在
、平
成

29
年
度
か
ら
の
制
度
導
入
に
向

け
て
、
現
地
視
察
も
含
め
指
定

管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
調
査
、

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑥
住
民
満
足
度
で
計
る
の
が

一
番
適
切
か
と
考
え
ま
す
が
、

成
果
の
計
り
方
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲宮山駅前トイレ

平
成
28
年
度
施
政
方
針
か

ら
次
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
町
長
は
、
多
様
化
す
る
町

民
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。ま
た
、町
長
が
描
く

「
選
ば
れ
る
町
」
と
は
ど
の
よ
う

な
町
な
の
か
。

②
大
型
店
や
コ
ン
ビ
ニ
等
の

出
店
で
個
人
商
店
は
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
て
き
た
。ま
た
、
農
業

は
後
継
者
不
足
等
の
問
題
か
ら

休
耕
地
が
増
え
て
い
る
。商
業
、

農
業
に
対
す
る
振
興
策
は
。

町
長
　
①
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
２
０
０
０
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
子
育
て
世
代
の
方
々
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か

ら
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
わ
れ
る
「
選
ば
れ
る

町
」
と
な
る
よ
う
魅
力
あ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
す
い
せ
ん
カ
ー
ド
事
業
や
、

に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事
業
の
継

続
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト

で
の
個
人
店
舗
の
認
知
度
向
上

へ
の
支
援
等
の
充
実
を
図
り
、

大
型
店
と
個
人
商
店
が
相
乗

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
商
業
環
境
を
整
え
、
購
買
力

流
出
を
防
ぎ
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、農
業
者
の
声
を
受
け
止
め
、

Ｊ
Ａ
等
、
農
業
関
係
団
体
と
連

携
し
、
課
題
解
決
に
向
け
、
将

来
の
農
業
の
担
い
手
と
な
る
農

業
者
へ
の
農
地
集
約
と
中
心
経

営
体
の
育
成
、
新
規
就
農
者
受

け
入
れ
支
援
、
農

業
経
営
基
盤
の
整

備
等
を
進
め
る
と

と
も
に
、
水
田
保

全
に
向
け
た
支
援
制
度
の
創
設

な
ど
、
限
ら
れ
た
農
地
を
効
果

的
、・
効
率
的
に
活
用
す
る
農

業
を
目
指
し
ま
す
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
周
辺
の
生
活
環
境
に

十
分
配
慮
し
た
跡
地
利
用
に
な

る
よ
う
、
周
辺
住
民
の
合
意
に

基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ

き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

町
長
　
昨
年
末
、
オ
ー
ケ
ー

株
式
会
社
へ
の
土
地
所
有
権
移

転
の
報
告
が
あ
り
、
現
段
階
で

は
物
流
・
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー

及
び
店
舗
を
建
設
予
定
と
の
こ

と
で
す
が
、
開
発
等
の
相
談
は

受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。町
か
ら

オ
ー
ケ
ー
株
式
会
社
に
対
し
、

周
辺
自
治
会
や
地
元
の
皆
様
へ

の
説
明
を
丁
寧
に
し
、
今
後
工

事
を
進
め
て
い
く
段
階
で
、
町

に
対
し
て
も
適
宜
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
旨
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

　跡
地
利
用

　
　そ
の
後
の
進
展
は

町
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ

　
　
　
　  

雨
水
対
策
を

町
内
認
可
保
育
園
の
保
育
の

質
の
確
保
に
つ
い
て
、
町
は
専
門

性
を
も
っ
て
保
育
行
政
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、町
の
考
え
は
。

①
保
育
士
の
年
齢
構
成
や

正
規
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
。

②
給
食
の
栄
養
価
に
つ
い
て
。

③
昼
寝
の
安
全
確
認
の
指
針

に
つ
い
て
。

④
保
育
士
の
研
修
時
間
の
確

保
に
つ
い
て
。

⑤
保
育
園
運
営
に
対
し
、
保

育
士
の
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

健
康
こ
ど
も
部
長
　
①
年

齢
構
成
や
経
験
年
数
は
、
４
園

全
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
状
態
で

す
。正
規
職
員
の
配
置
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
保
育
園
に

お
い
て
児
童
の
年
齢
ご
と
に
国

の
基
準
で
定
め
た
人
数
の
職
員

配
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

②
県
が
実
施
す
る
施
設
監

査
に
て
国
の
基
準
に
沿
っ
て
い
る

か
確
認
指
導
が
あ
り
、
ま
た
年

２
回
、
保
健
所
職
員
に
よ
る
給

食
施
設
の
巡
回
が
実
施
さ
れ
管

理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
価
に
関

す
る
指
導
も
行
わ
れ
ま
す
。

③
国
の
保
育
所
保
育
指
針

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
保
育

所
に
て
、
安
全
確
認
マ
ニュ
ア
ル

等
で
作
成
し
、一
定
間
隔
ご
と
に

安
全
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
各
保
育
所
に
お
い
て
、
職

員
研
修
実
施
計
画
書
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
の
年
齢

に
よ
る
保
育
研
修
や
経
験
に
応

じ
た
研
修
な
ど
計
画
に
沿
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
毎
月
下
旬
に
町
担
当
職

員
が
４
園
に
伺
い
、
保
育
料
の

徴
収
と
と
も
に
保
育
所
の
状
況

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
集
中
的
な
豪
雨
で
町

内
各
所
に
浸
水
・
冠
水
被
害

が
起
き
て
い
る
。雨
水
排
水
の

工
事
は
計
画
的
に
行
わ
れ
て
き

た
が
、
雨
量
が
多
く
排
水
が

滞
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

武
蔵
野
市
で
は

小
・
中
学
校
の
校

庭
に
大
型
貯
留
浸

透
施
設
を
設
置

し
、浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。ま
た
、一
定
以
上
の
面
積
の

施
設
に
は
、
雨
水
排
水
計
画
の

提
出
、
技
術
指
針
に
適
合
す
る

雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
を
条

例
で
義
務
付
け
て
お
り
、
町
の

雨
水
対
策
の
参
考
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
、町
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長
　
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。学
校
へ
の
大
型
貯
留

浸
透
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

定
の
貯
留
能
力
は
あ
り
ま
す

が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
は
対

応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

▲小谷地内のセイコーエプソン跡地

▲小・中学校の校庭に整備した
　雨水貯留浸透施設（東京都武蔵野市提供）



一般質問　議員12人が町政を問う

さむかわ議会だより　178号さむかわ議会だより　178号 1415

 

第
６
次
寒
川
町
行
政
改
革

　 

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
と
成
果
は

町
の
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　  

な
ぜ
高
い
か

認
可
保
育
園

　
　
　
　
　
保
育
の
質
の
確
保
を

 

商
業
・
農
業

　 

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

柳下　雅子 議員

山田　政博 議員

喜多村　出 議員

細川　京三 議員

町
の
国
民
健
康
保
険
料
は

県
内
で
も
高
額
で
あ
る
。滞
納

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
具
合
が

悪
く
て
も
病
院
に
行
く
の
を
た

め
ら
い
、
手
遅
れ
に
な
る
ケ
ー
ス

も
考
え
ら
れ
る
。国
は
平
成
30

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
を
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
す
方
針
だ
が
、
こ
れ

で
は
構
造
的
問
題
が
解
消
で
き

な
い
と
考
え
る
。加
入
者
の
負

担
軽
減
の
仕
組
み
を
確
立
し
、

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
考
え
、次
の
点
を
問
う
。

①
町
の
国
民
健
康
保
険
料

は
な
ぜ
高
い
の
か
。

②
都
道
府
県
単
位
の
広
域

化
で
保
険
制
度
は
変
わ
る
の
か
。

福
祉
部
長
　
①
国
民
健
康

保
険
料
は
、
保
険
給
付
費
等
に

充
て
る
た
め
、
被
保
険
者
の
皆

様
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で

あ
り
、
適
正
な
算
出
額
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
、一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
の
額
に
つ
い
て
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
持
っ
て
お
り
、そ

の
額
は
県
内
自
治
体
の
中
で
比

較
す
る
と
少
な
い
額
と
な
っ
て

お
り
、
保
険
料
が
高
い
と
言
わ

れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
、
レ
セ
プ
ト
点
検
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
進
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
、
保
険
料
負

担
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
保

険
給
付
な
ど
は
引
き
続
き
市

町
村
が
行
い
ま
す
。県
は
、県
全

体
の
保
険
給
付
費
等
を
踏
ま

え
、市
町
村
ご
と
の
県
へ
の
納
付

金
や
市
町
村
が
保
険
料
率
を

定
め
る
際
に
参
考
と
す
る
標
準

保
険
料
率
の
算
定
を
行
い
、
保

険
給
付
に
要
し
た
費
用
を
各

市
町
村
に
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。被
保
険
者
で
あ
る
皆
様

に
は
、
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

寒
川
神
社
へ
の
参
拝
客
や
、

地
域
住
民
、
通
勤
通
学
で
多
く

の
方
々
が
利
用
す
る
宮
山
駅
。

利
用
者
か
ら
は
駅
の
ト
イ
レ
が

使
い
に
く
い
の
で
、

改
善
の
要
望
が
あ

る
が
、
町
の
考
え

は
。

①
宮
山
駅
の
位
置
づ
け
は
。

②
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
に

改
善
を
す
る
考
え
は
。

町
長
　
①
寒
川
神
社
の
最

寄
り
駅
と
し
て
、
多
く
の
参
拝

客
の
ご
利
用
に
供
す
る
と
と
も

に
、通
勤
、通
学
に
も
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な

駅
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
宮
山
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
は

設
置
か
ら
27
年
以
上
経
過
し

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、改
修
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
多
く
は
鉄
道
利
用

者
で
も
あ
り
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
を
深
め
、
整
備
主
体
や
時

期
等
、明
確
化
に
努
め
ま
す
。

宮
山
駅
の
ト
イ
レ
の
改
善
を

第
６
次
寒
川
町
行
政
改
革

プ
ラ
ン
は
快
適
で
住
み
や
す
く
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の

プ
ラ
ン
で
あ
る
。

現
在
、
職
員
１
人
当
た
り
の

事
務
量
が
増
え
、
新
規
事
業
に

対
応
す
る
職
員
増
は
財
政
上

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
ゆ
え
、

平
成
27
年
度
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
推
進
や
広
域
連
携
の

推
進
、
柔
軟
で
効
率
的
な
行
政

体
制
の
構
築
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
き
た
。そ
こ
で
、
財
政

面
、施
策
の
面
か
ら
問
う
。

①
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
考

え
方
や
、
そ
の
事
務
量
や
予
算

額
を
現
状
把
握
し
て
い
る
の

か
。

②
な
ぜ
、
従
来
の
改
革
の
考

え
方
で
あ
る
歳
出
を
削
減
し
、

そ
の
額
を
必
要
な
事
業
等
に
充

て
な
い
の
か
。

③
平
成
27
年
度
の
取
り
組

み
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
。

④
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
結

果
、
総
体
的
に
歳
出
の
コ
ス
ト

削
減
は
図
ら
れ
る
の
か
。

⑤
民
主
主
義
の
と
り
で
で
あ

る
公
民
館
と
図
書
館
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
の
協
議
状
況

は
。⑥

第
６
次
行
政
改
革
の
目

標
達
成
の
成
果
は
、
ど
の
よ
う

に
図
ら
れ
る
の
か
。

町
長
　
③
町
を
取
り
巻
く

環
境
が
刻
一
刻
と
変
化
す
る

中
、
状
況
に
応
じ
た
迅
速
な
対

応
が
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。

副
町
長
　
①
一
般
的
に
は
外

部
委
託
化
な
ど
民
間
活
力
の

導
入
で
す
が
、
多
様
な
任
用
形

態
の
活
用
な
ど
も
含
め
た
取
り

組
み
を
第
６
次
行
政
改
革
プ
ラ

ン
の
考
え
方
と
し

て
い
ま
す
。こ
の
考

え
方
で
の
現
状
の

事
務
量
や
予
算

額
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

指
定
管
理
経
費
や
委
託
料
の

部
分
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

②
コ
ス
ト
削
減
だ
け
を
目
標

に
せ
ず
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
創
出
し

た
正
規
職
員
を
横
の
連
携
強

化
を
す
る
組
織
づ
く
り
と
職
員

の
能
力
、
能
率
向
上
に
資
す
る

環
境
づ
く
り
に
配
分
す
る
こ
と

で
効
率
的
な
事
業
実
施
と
施

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
経
費
は
か
か
り
ま
す
が
、

従
来
の
支
出
を
抑
え
る
努
力
の

中
で
、
よ
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き

た
企
画
立
案
が
で
き
る
行
政
施

策
等
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
次
長
　
⑤
現
在
、平
成

29
年
度
か
ら
の
制
度
導
入
に
向

け
て
、
現
地
視
察
も
含
め
指
定

管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
調
査
、

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑥
住
民
満
足
度
で
計
る
の
が

一
番
適
切
か
と
考
え
ま
す
が
、

成
果
の
計
り
方
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲宮山駅前トイレ

平
成
28
年
度
施
政
方
針
か

ら
次
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
町
長
は
、
多
様
化
す
る
町

民
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。ま
た
、町
長
が
描
く

「
選
ば
れ
る
町
」
と
は
ど
の
よ
う

な
町
な
の
か
。

②
大
型
店
や
コ
ン
ビ
ニ
等
の

出
店
で
個
人
商
店
は
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
て
き
た
。ま
た
、
農
業

は
後
継
者
不
足
等
の
問
題
か
ら

休
耕
地
が
増
え
て
い
る
。商
業
、

農
業
に
対
す
る
振
興
策
は
。

町
長
　
①
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
２
０
０
０
人
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
子
育
て
世
代
の
方
々
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か

ら
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
わ
れ
る
「
選
ば
れ
る

町
」
と
な
る
よ
う
魅
力
あ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
す
い
せ
ん
カ
ー
ド
事
業
や
、

に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事
業
の
継

続
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト

で
の
個
人
店
舗
の
認
知
度
向
上

へ
の
支
援
等
の
充
実
を
図
り
、

大
型
店
と
個
人
商
店
が
相
乗

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
商
業
環
境
を
整
え
、
購
買
力

流
出
を
防
ぎ
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、農
業
者
の
声
を
受
け
止
め
、

Ｊ
Ａ
等
、
農
業
関
係
団
体
と
連

携
し
、
課
題
解
決
に
向
け
、
将

来
の
農
業
の
担
い
手
と
な
る
農

業
者
へ
の
農
地
集
約
と
中
心
経

営
体
の
育
成
、
新
規
就
農
者
受

け
入
れ
支
援
、
農

業
経
営
基
盤
の
整

備
等
を
進
め
る
と

と
も
に
、
水
田
保

全
に
向
け
た
支
援
制
度
の
創
設

な
ど
、
限
ら
れ
た
農
地
を
効
果

的
、・
効
率
的
に
活
用
す
る
農

業
を
目
指
し
ま
す
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
周
辺
の
生
活
環
境
に

十
分
配
慮
し
た
跡
地
利
用
に
な

る
よ
う
、
周
辺
住
民
の
合
意
に

基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ

き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

町
長
　
昨
年
末
、
オ
ー
ケ
ー

株
式
会
社
へ
の
土
地
所
有
権
移

転
の
報
告
が
あ
り
、
現
段
階
で

は
物
流
・
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー

及
び
店
舗
を
建
設
予
定
と
の
こ

と
で
す
が
、
開
発
等
の
相
談
は

受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。町
か
ら

オ
ー
ケ
ー
株
式
会
社
に
対
し
、

周
辺
自
治
会
や
地
元
の
皆
様
へ

の
説
明
を
丁
寧
に
し
、
今
後
工

事
を
進
め
て
い
く
段
階
で
、
町

に
対
し
て
も
適
宜
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
旨
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

　跡
地
利
用

　
　そ
の
後
の
進
展
は

町
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ

　
　
　
　  

雨
水
対
策
を

町
内
認
可
保
育
園
の
保
育
の

質
の
確
保
に
つ
い
て
、
町
は
専
門

性
を
も
っ
て
保
育
行
政
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、町
の
考
え
は
。

①
保
育
士
の
年
齢
構
成
や

正
規
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
。

②
給
食
の
栄
養
価
に
つ
い
て
。

③
昼
寝
の
安
全
確
認
の
指
針

に
つ
い
て
。

④
保
育
士
の
研
修
時
間
の
確

保
に
つ
い
て
。

⑤
保
育
園
運
営
に
対
し
、
保

育
士
の
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

健
康
こ
ど
も
部
長
　
①
年

齢
構
成
や
経
験
年
数
は
、
４
園

全
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
状
態
で

す
。正
規
職
員
の
配
置
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
保
育
園
に

お
い
て
児
童
の
年
齢
ご
と
に
国

の
基
準
で
定
め
た
人
数
の
職
員

配
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

②
県
が
実
施
す
る
施
設
監

査
に
て
国
の
基
準
に
沿
っ
て
い
る

か
確
認
指
導
が
あ
り
、
ま
た
年

２
回
、
保
健
所
職
員
に
よ
る
給

食
施
設
の
巡
回
が
実
施
さ
れ
管

理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
価
に
関

す
る
指
導
も
行
わ
れ
ま
す
。

③
国
の
保
育
所
保
育
指
針

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
保
育

所
に
て
、
安
全
確
認
マ
ニュ
ア
ル

等
で
作
成
し
、一
定
間
隔
ご
と
に

安
全
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
各
保
育
所
に
お
い
て
、
職

員
研
修
実
施
計
画
書
を
作
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
の
年
齢

に
よ
る
保
育
研
修
や
経
験
に
応

じ
た
研
修
な
ど
計
画
に
沿
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
毎
月
下
旬
に
町
担
当
職

員
が
４
園
に
伺
い
、
保
育
料
の

徴
収
と
と
も
に
保
育
所
の
状
況

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
集
中
的
な
豪
雨
で
町

内
各
所
に
浸
水
・
冠
水
被
害

が
起
き
て
い
る
。雨
水
排
水
の

工
事
は
計
画
的
に
行
わ
れ
て
き

た
が
、
雨
量
が
多
く
排
水
が

滞
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

武
蔵
野
市
で
は

小
・
中
学
校
の
校

庭
に
大
型
貯
留
浸

透
施
設
を
設
置

し
、浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。ま
た
、一
定
以
上
の
面
積
の

施
設
に
は
、
雨
水
排
水
計
画
の

提
出
、
技
術
指
針
に
適
合
す
る

雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
を
条

例
で
義
務
付
け
て
お
り
、
町
の

雨
水
対
策
の
参
考
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
、町
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長
　
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。学
校
へ
の
大
型
貯
留

浸
透
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

定
の
貯
留
能
力
は
あ
り
ま
す

が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
は
対

応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

▲小谷地内のセイコーエプソン跡地

▲小・中学校の校庭に整備した
　雨水貯留浸透施設（東京都武蔵野市提供）
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　町
政
参
画
の
推
進
を

読
書
貯
金
通
帳
の
導
入
で

　子
ど
も
達
の
読
書
意
欲
向
上
へ

防
犯
カ
メ
ラ
の
要
綱
を
定
め

　
　適
正
な
運
用
と
犯
罪
抑
止
を

空
地
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
か

 

さ
が
み
縦
貫
道
路
高
架
橋
周
辺

中川 登志男 議員

太田 真奈美 議員

岸  本 　優 議員

早乙女　昭 議員

近
年
活
字
離
れ
が
指
摘
さ

れ
、
町
の
子
ど
も
達
に
お
い
て

は
、
ゲ
ー
ム
や
携
帯
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
費
や
す
時
間
が
多

く
、
読
書
の
機
会
が
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
読
書
環
境

の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

①
学
校
図
書
室
の
環
境
整

備
は
。

②
各
学
校
専
属
の
学
校
司

書
配
置
、
学
校
図
書
室
開
館
時

間
拡
大
は
。

③
各
自
治
体
で
は
、
読
書
に

親
し
む
工
夫
を
し
て
い
る
。今

秋
、
寒
川
総
合
図
書
館
開
館
10

周
年
記
念
と
し
て
、
読
書
貯
金

通
帳
を
導
入
し
、
読
書
意
欲
向

上
を
図
っ
て
は
。

教
育
長
　
①
小
・
中
学
校

全
校
に
図
書
室
を
設
置
し
て
お

り
、
蔵
書
数
は
国
の
基
準
を
満

た
し
、
古
い
本
の
入
れ
替
え
計

画
も
進
め
て
い
ま
す
。来
年
度

は
全
校
の
図
書
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
、
読
書
環
境
を
整
え

ま
す
。

②
い
つ
で
も
図
書
室
が
利
用

で
き
る
こ
と
は
、大
変
望
ま
し
い

環
境
で
す
。司
書
教
諭
と
読
書

指
導
員
の
配
置
を
継
続
し
、
地

域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
働
運
営
等

の
検
討
も
含
め
、
開
館
の
機
会

を
広
げ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、自
分
で
書
き
込
み
貯

め
て
い
く
近
隣
市
の
事
例
等
も

参
考
に
、
開
館
10
周
年
の
際
に
、

手
作
り
読
書
貯
金
通
帳
を
配

布
で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
す
。

国
が
策
定
し
た
が
ん
対
策
加

速
化
プ
ラ
ン
の
中
で
、が
ん
予
防

が
明
記
さ
れ
、
主

に
が
ん
検
診
、
た

ば
こ
対
策
、
学
校

に
お
け
る
が
ん
教

育
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、町
の

取
り
組
み
は
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
効
果

的
・
効
率
的
な
勧
奨
の
た
め
、

が
ん
検
診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
国
が
発
行
す
る

受
診
率
向
上
施
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
等
を
参
考
に
効
果
的
な
コ
ー

ル
、リ
コ
ー
ル
を
す
す
め
ま
す
。

た
ば
こ
対
策
と
し
て
、
成
人

式
等
で
の
啓
発
や
、
パ
パ
マ
マ
世

代
に
は
集
団
検
診
の
中
で
喫
煙

に
関
す
る
問
診
項
目
を
入
れ
た

意
識
啓
発
、
ま
た
健
康
診
査
で

は
保
健
所
職
員
と
協
働
し
て
肺

年
齢
測
定
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
、受
動
喫
煙
に
つ
い
て
も

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
で

の
、喫
煙
、飲
酒
、薬
物
乱
用
等

の
授
業
の
中
で
、
が
ん
に
つ
い
て

も
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
等
の

必
要
性
を
含
め
指
導
し
て
い
ま

す
。が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン
に

お
け
る
学
校
が
ん
教
育
に
つ
い

て
も
、
国
や
県
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

早
急
に
が
ん
の
予
防
対
策
を

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
若
い
世
代

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加

の
促
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。①

幅
広
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
L
I
N
E

（
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
）
を
活
用
す
べ

き
で
は
。

②
観
光
資
源
の
創
出
、
地
域

お
こ
し
の
た
め
に
ラ
イ
ン
ス
タ
ン

プ
の
公
募
は
で
き
な
い
の
か
。

③
地
域
愛
の
醸
成
を
図
る

た
め
に
町
歩
き
等
を
通
し
て
、

学
校
で
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
作
成
の

課
外
授
業
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

④
災
害
時
に
お
い
て
、
町
か

ら
の
一
方
通
行
の
発
信
だ
け
で

な
く
、
町
民
が
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

投
稿
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
を

双
方
共
有
で
き
る
環
境
を
構

築
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
時
を
選
ば
ず
気
軽

に
意
見
を
言
え
る
場
が
作
れ
、

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
瞬
時
に

実
施
し
、
集
計
が
で
き
る
と
思

う
が
、町
の
考
え
は
。

⑥
今
後
の
若
者
会
議
や
若

者
版
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
議

題
に
取
り
上
げ
、
効
果
的
な
活

用
・
運
用
方
法
を
行
政
と
一
緒

に
議
論
・
検
討
す
べ
き
で
は
。

副
町
長
　
④
災
害
情
報
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
発
信
し
て

い
ま
す
が
、
課
題
も
多
い
と
考

え
ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

収
集
は
、
有
効
性
や
信
憑
性
に

つ
い
て
も
判
断
し
な
が
ら
、
新
た

な
手
段
と
し
て
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

教
育
長
　
③

小
・
中
学
校
の
教

育
課
程
で
時
間
の

確
保
は
難
し
い
た

め
、
関
心
あ
る
児
童
生
徒
が
イ

ベ
ン
ト
等
に
自
主
的
に
参
加
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

町
民
部
長
　
⑤
非
常
に
便

利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、活
用
で
き

な
い
方
へ
の
対
応
策
の
課
題
等

も
整
理
し
た
中
で
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
若
者
会
議
や
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
議
題
の
中
で
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

検
討
す
る
機
会
を
設
け
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
①
若
い

世
代
に
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、町
の

魅
力
発
信
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
大
変

魅
力
的
な
手
段
で
あ
る
た
め
、

活
用
策
を
検
討
し
ま
す
。

②
他
市
の
事
例
か
ら
も
町

内
外
か
ら
の
公
募
は
、町
へ
の
興

味
や
関
心
を
持
つ
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、
地
域
資
源
の
創
出
と

各
情
報
発
信
が
同
時
に
で
き
る

た
め
、
有
効
な
手
段
と
考
え
ま

す
。今
後
、
関
係
各
課
と
十
分

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

▲新たに配布する読書貯金通帳

以
前
か
ら
、
さ
が
み
縦
貫
道

路
高
架
橋
下
や
周
辺
空
き
地
の

有
効
活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

①
町
と
し
て
、
空
き
地
の
土

地
利
用
計
画
は
で
き
た
の
か
。

②
協
議
中
の
具
体
的
な
場
所

と
用
途
等
は
何
か
。総
面
積
は
。

③
昨
年
、
倉
見
ス
ポ
ー
ツ
公

園
用
と
し
て
暫
定
的
に
も
駐
車

場
が
開
設
さ
れ
た
。恒
久
的
な

開
設
に
ネ
ッ
ク
は
あ
る
の
か
。

④
空
き
地
活
用
計
画
を
実

現
す
る
責
任
部
署
は
何
処
か
。

町
長
　
①
国
等
と
計
画
の

具
体
化
に
向
け
協
議
中
で
す
。

都
市
建
設
部
長
　
②
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
等
と
協
議
中
の
も

の
は
、寒
川
南
イ
ン
タ
ー
東
側
と

北
側
付
近
に
駐
車
場
、
河
原
橋

付
近
に
Ｂ
Ｍ
Ｘ
練
習
場
、
神
川

橋
下
流
付
近
に
駐
車
場
、
防
災

倉
庫
と
資
材
置
き
場
、
寒
川
北

イ
ン
タ
ー
北
側
付
近
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
、
新
幹
線
北
側
に
駐
車
場
等

で
す
。総
面
積
と
し
て
は
約
２
・

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
候
補
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
堤
防
整
備
の
た
め
の
河
川

協
議
等
が
進
ま
な
い
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
管
理
区
分
が
明

確
に
な
ら
な
い
た
め
、協
議
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。

④
個
別
案
件
ご
と
に
各
担

当
課
が
設
計
や
予
算
計
上
し

ま
す
が
、
全
体
の
窓
口
は
都
市

計
画
課
の
所
管
に
な
り
ま
す
。

地
方
版
総
合
戦
略
の
寒
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
策
定
が
進
ん
で
い
る
。

①
四
つ
の
基
本

目
標
の
重
点
施
策

は
何
か
。

②
各
施
策
実

現
の
た
め
に
は
財
源
確
保
が
重

要
。可
能
か
。

③
商
業
振
興
も
重
要
課
題

で
あ
る
。エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
は
適
用
可
能
か
。

④
計
画
の
完
全
実
現
に
向

け
て
、町
長
の
決
意
を
問
う
。

町
長
　
①
主
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
推
進
事
業
、
タ
ウ
ン
セ
ー

ル
ス
推
進
事
業
、
学
力
向
上
推

進
事
業
、
子
育
て
環
境
整
備
事

業
、
若
者
参
画
推
進
事
業
、
交

通
環
境
整
備
事
業
等
で
す
。

④
着
実
な
実
行
に
庁
内
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

副
町
長
　
②
主
に
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、不
足
分
は
人
口
増

加
に
向
け
た
先
行
投
資
と
し
て

財
政
調
整
基
金
等
で
事
業
費
の

確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
③
創
業

者
や
意
欲
あ
る
商
業
者
へ
の
支

援
等
に
、
こ
の
考
え
方
を
適
用

し
、地
域
経
済
コ
ン
シ
ェル
ジ
ュ
を

中
心
に
関
係
団
体
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
方
総
合
戦
略

 

効
果
的
施
策
と
実
行
を

協
働
事
業
の
選
考

　手
続
き
の
見
直
し
は

平
成
28
年
度
施
政
方
針
よ

り
次
の
点
を
問
う
。

「
学
校
施
設
な
ど
に
順
次
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
」に
つ
い
て
。

①
そ
の
概
要
は
。

②
自
治
会
や
商
店
会
が
設
置

す
る
際
に
は
、
補
助
を
行
う
自

治
体
も
あ
る
が
、町
の
考
え
は
。

③
第
三
者
へ
の
映
像
提
供
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
規

定
し
た
要
綱
等
の
整
備
は
。

町
長
　
①
町
民
の
安
全
・

安
心
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、公
共
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
進
め
ま
す
。ま
ず
は
児

童
生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
、
小
・
中
学
校
に
設
置

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
　

町
民
部
長
　
②
町
で
は
現

在
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対

し
、
補
助
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。県

で
は
平
成
28
年
度
新
規

事
業
と
し
て
、
公
共
空
間
を
撮

影
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
促

進
す
る
た
め
、
市
町
村
に
対
し

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
す
る
動

き
が
あ
り
ま
す
。必
要
に
応
じ
、

県
補
助
金
を
活
用
で
き
る
制

度
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
現
在
町
で
設
置
し
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
映
像
提

供
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
規

定
し
た
要
綱
等
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。第

三
者
へ
の
情
報
提
供
は
、

法
令
に
基
づ
く
場
合
や
、
犯
罪

捜
査
等
を
目
的
と
し
て
要
求

を
受
け
た
場
合
、
ま
た
個
人
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
た
め
災
害
時
な
ど
緊
急
か

つ
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た
場

合
、
映
像
提
供
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

保
護
条
例
等
を
踏
ま
え
、設

置
や
管
理
運
用
に

関
し
、
要
綱
策
定

を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

 「
町
み
ん
な
の
協
働
事
業
提

案
制
度
モ
デ
ル
事
業
」
の
選
考

手
続
き
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い

て
次
の
点
を
問
う
。

①
そ
の
概
要
は
。

②
協
働
事
業
を
提
案
で
き
る

団
体
や
対
象
と
な
る
事
業
に
変

更
は
あ
る
か
。ま
た
、協
働
事
業

の
採
用
数
は
拡
充
の
方
向
か
。

町
長
　
①
事
前
相
談
の
受
付

期
間
を
設
け
た
こ
と
、ま
た
、提

案
事
業
の
書
類
提
出
時
期
を
早

め
た
こ
と
、
事
業
選
定
を
す
る

町
協
働
事
業
選
考
委
員
会
の
委

員
構
成
の
見
直
し
、
提
案
団
体

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、
大

き
く
４
点
を
見
直
し
ま
し
た
。

町
民
部
長
　
②
提
案
で
き

る
団
体
や
対
象
と
な
る
事
業
に

変
更
は
ご
ざ
ま
せ
ん
。ま
た
、
採

用
数
は
、
継
続
事
業
と
新
規
事

業
を
合
わ
せ
、
拡
充
の
方
向
で

す
。

▲湘南夢わくわく公園（茅ヶ崎市）

▲青年団体とのまちづくり懇談会▲防犯カメラ（寒川駅前公園）

（※

）

※

コ
ー
ル
、
リ
コ
ー
ル
＝
受
診
勧
奨
、
再
受
診
勧
奨
。
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　町
政
参
画
の
推
進
を

読
書
貯
金
通
帳
の
導
入
で

　子
ど
も
達
の
読
書
意
欲
向
上
へ

防
犯
カ
メ
ラ
の
要
綱
を
定
め

　
　適
正
な
運
用
と
犯
罪
抑
止
を

空
地
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
か

 

さ
が
み
縦
貫
道
路
高
架
橋
周
辺

中川 登志男 議員

太田 真奈美 議員

岸  本 　優 議員

早乙女　昭 議員

近
年
活
字
離
れ
が
指
摘
さ

れ
、
町
の
子
ど
も
達
に
お
い
て

は
、
ゲ
ー
ム
や
携
帯
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
費
や
す
時
間
が
多

く
、
読
書
の
機
会
が
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
読
書
環
境

の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

①
学
校
図
書
室
の
環
境
整

備
は
。

②
各
学
校
専
属
の
学
校
司

書
配
置
、
学
校
図
書
室
開
館
時

間
拡
大
は
。

③
各
自
治
体
で
は
、
読
書
に

親
し
む
工
夫
を
し
て
い
る
。今

秋
、
寒
川
総
合
図
書
館
開
館
10

周
年
記
念
と
し
て
、
読
書
貯
金

通
帳
を
導
入
し
、
読
書
意
欲
向

上
を
図
っ
て
は
。

教
育
長
　
①
小
・
中
学
校

全
校
に
図
書
室
を
設
置
し
て
お

り
、
蔵
書
数
は
国
の
基
準
を
満

た
し
、
古
い
本
の
入
れ
替
え
計

画
も
進
め
て
い
ま
す
。来
年
度

は
全
校
の
図
書
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
、
読
書
環
境
を
整
え

ま
す
。

②
い
つ
で
も
図
書
室
が
利
用

で
き
る
こ
と
は
、大
変
望
ま
し
い

環
境
で
す
。司
書
教
諭
と
読
書

指
導
員
の
配
置
を
継
続
し
、
地

域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
働
運
営
等

の
検
討
も
含
め
、
開
館
の
機
会

を
広
げ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、自
分
で
書
き
込
み
貯

め
て
い
く
近
隣
市
の
事
例
等
も

参
考
に
、
開
館
10
周
年
の
際
に
、

手
作
り
読
書
貯
金
通
帳
を
配

布
で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
す
。

国
が
策
定
し
た
が
ん
対
策
加

速
化
プ
ラ
ン
の
中
で
、が
ん
予
防

が
明
記
さ
れ
、
主

に
が
ん
検
診
、
た

ば
こ
対
策
、
学
校

に
お
け
る
が
ん
教

育
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、町
の

取
り
組
み
は
。

健
康
子
ど
も
部
長
　
効
果

的
・
効
率
的
な
勧
奨
の
た
め
、

が
ん
検
診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
国
が
発
行
す
る

受
診
率
向
上
施
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
等
を
参
考
に
効
果
的
な
コ
ー

ル
、リ
コ
ー
ル
を
す
す
め
ま
す
。

た
ば
こ
対
策
と
し
て
、
成
人

式
等
で
の
啓
発
や
、
パ
パ
マ
マ
世

代
に
は
集
団
検
診
の
中
で
喫
煙

に
関
す
る
問
診
項
目
を
入
れ
た

意
識
啓
発
、
ま
た
健
康
診
査
で

は
保
健
所
職
員
と
協
働
し
て
肺

年
齢
測
定
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
、受
動
喫
煙
に
つ
い
て
も

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
で

の
、喫
煙
、飲
酒
、薬
物
乱
用
等

の
授
業
の
中
で
、
が
ん
に
つ
い
て

も
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
等
の

必
要
性
を
含
め
指
導
し
て
い
ま

す
。が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン
に

お
け
る
学
校
が
ん
教
育
に
つ
い

て
も
、
国
や
県
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

早
急
に
が
ん
の
予
防
対
策
を

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
若
い
世
代

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加

の
促
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。①

幅
広
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
L
I
N
E

（
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
）
を
活
用
す
べ

き
で
は
。

②
観
光
資
源
の
創
出
、
地
域

お
こ
し
の
た
め
に
ラ
イ
ン
ス
タ
ン

プ
の
公
募
は
で
き
な
い
の
か
。

③
地
域
愛
の
醸
成
を
図
る

た
め
に
町
歩
き
等
を
通
し
て
、

学
校
で
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
作
成
の

課
外
授
業
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

④
災
害
時
に
お
い
て
、
町
か

ら
の
一
方
通
行
の
発
信
だ
け
で

な
く
、
町
民
が
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

投
稿
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
を

双
方
共
有
で
き
る
環
境
を
構

築
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
時
を
選
ば
ず
気
軽

に
意
見
を
言
え
る
場
が
作
れ
、

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
瞬
時
に

実
施
し
、
集
計
が
で
き
る
と
思

う
が
、町
の
考
え
は
。

⑥
今
後
の
若
者
会
議
や
若

者
版
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
議

題
に
取
り
上
げ
、
効
果
的
な
活

用
・
運
用
方
法
を
行
政
と
一
緒

に
議
論
・
検
討
す
べ
き
で
は
。

副
町
長
　
④
災
害
情
報
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
発
信
し
て

い
ま
す
が
、
課
題
も
多
い
と
考

え
ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

収
集
は
、
有
効
性
や
信
憑
性
に

つ
い
て
も
判
断
し
な
が
ら
、
新
た

な
手
段
と
し
て
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

教
育
長
　
③

小
・
中
学
校
の
教

育
課
程
で
時
間
の

確
保
は
難
し
い
た

め
、
関
心
あ
る
児
童
生
徒
が
イ

ベ
ン
ト
等
に
自
主
的
に
参
加
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

町
民
部
長
　
⑤
非
常
に
便

利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、活
用
で
き

な
い
方
へ
の
対
応
策
の
課
題
等

も
整
理
し
た
中
で
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
若
者
会
議
や
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
議
題
の
中
で
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

検
討
す
る
機
会
を
設
け
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
①
若
い

世
代
に
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、町
の

魅
力
発
信
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
大
変

魅
力
的
な
手
段
で
あ
る
た
め
、

活
用
策
を
検
討
し
ま
す
。

②
他
市
の
事
例
か
ら
も
町

内
外
か
ら
の
公
募
は
、町
へ
の
興

味
や
関
心
を
持
つ
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、
地
域
資
源
の
創
出
と

各
情
報
発
信
が
同
時
に
で
き
る

た
め
、
有
効
な
手
段
と
考
え
ま

す
。今
後
、
関
係
各
課
と
十
分

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

▲新たに配布する読書貯金通帳

以
前
か
ら
、
さ
が
み
縦
貫
道

路
高
架
橋
下
や
周
辺
空
き
地
の

有
効
活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

①
町
と
し
て
、
空
き
地
の
土

地
利
用
計
画
は
で
き
た
の
か
。

②
協
議
中
の
具
体
的
な
場
所

と
用
途
等
は
何
か
。総
面
積
は
。

③
昨
年
、
倉
見
ス
ポ
ー
ツ
公

園
用
と
し
て
暫
定
的
に
も
駐
車

場
が
開
設
さ
れ
た
。恒
久
的
な

開
設
に
ネ
ッ
ク
は
あ
る
の
か
。

④
空
き
地
活
用
計
画
を
実

現
す
る
責
任
部
署
は
何
処
か
。

町
長
　
①
国
等
と
計
画
の

具
体
化
に
向
け
協
議
中
で
す
。

都
市
建
設
部
長
　
②
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
等
と
協
議
中
の
も

の
は
、寒
川
南
イ
ン
タ
ー
東
側
と

北
側
付
近
に
駐
車
場
、
河
原
橋

付
近
に
Ｂ
Ｍ
Ｘ
練
習
場
、
神
川

橋
下
流
付
近
に
駐
車
場
、
防
災

倉
庫
と
資
材
置
き
場
、
寒
川
北

イ
ン
タ
ー
北
側
付
近
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
、
新
幹
線
北
側
に
駐
車
場
等

で
す
。総
面
積
と
し
て
は
約
２
・

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
候
補
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
堤
防
整
備
の
た
め
の
河
川

協
議
等
が
進
ま
な
い
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
管
理
区
分
が
明

確
に
な
ら
な
い
た
め
、協
議
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。

④
個
別
案
件
ご
と
に
各
担

当
課
が
設
計
や
予
算
計
上
し

ま
す
が
、
全
体
の
窓
口
は
都
市

計
画
課
の
所
管
に
な
り
ま
す
。

地
方
版
総
合
戦
略
の
寒
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
策
定
が
進
ん
で
い
る
。

①
四
つ
の
基
本

目
標
の
重
点
施
策

は
何
か
。

②
各
施
策
実

現
の
た
め
に
は
財
源
確
保
が
重

要
。可
能
か
。

③
商
業
振
興
も
重
要
課
題

で
あ
る
。エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
は
適
用
可
能
か
。

④
計
画
の
完
全
実
現
に
向

け
て
、町
長
の
決
意
を
問
う
。

町
長
　
①
主
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
推
進
事
業
、
タ
ウ
ン
セ
ー

ル
ス
推
進
事
業
、
学
力
向
上
推

進
事
業
、
子
育
て
環
境
整
備
事

業
、
若
者
参
画
推
進
事
業
、
交

通
環
境
整
備
事
業
等
で
す
。

④
着
実
な
実
行
に
庁
内
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

副
町
長
　
②
主
に
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、不
足
分
は
人
口
増

加
に
向
け
た
先
行
投
資
と
し
て

財
政
調
整
基
金
等
で
事
業
費
の

確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
③
創
業

者
や
意
欲
あ
る
商
業
者
へ
の
支

援
等
に
、
こ
の
考
え
方
を
適
用

し
、地
域
経
済
コ
ン
シ
ェル
ジ
ュ
を

中
心
に
関
係
団
体
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
方
総
合
戦
略

 

効
果
的
施
策
と
実
行
を

協
働
事
業
の
選
考

　手
続
き
の
見
直
し
は

平
成
28
年
度
施
政
方
針
よ

り
次
の
点
を
問
う
。

「
学
校
施
設
な
ど
に
順
次
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
」に
つ
い
て
。

①
そ
の
概
要
は
。

②
自
治
会
や
商
店
会
が
設
置

す
る
際
に
は
、
補
助
を
行
う
自

治
体
も
あ
る
が
、町
の
考
え
は
。

③
第
三
者
へ
の
映
像
提
供
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
規

定
し
た
要
綱
等
の
整
備
は
。

町
長
　
①
町
民
の
安
全
・

安
心
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、公
共
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
進
め
ま
す
。ま
ず
は
児

童
生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
、
小
・
中
学
校
に
設
置

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
　

町
民
部
長
　
②
町
で
は
現

在
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対

し
、
補
助
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。県

で
は
平
成
28
年
度
新
規

事
業
と
し
て
、
公
共
空
間
を
撮

影
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
促

進
す
る
た
め
、
市
町
村
に
対
し

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
す
る
動

き
が
あ
り
ま
す
。必
要
に
応
じ
、

県
補
助
金
を
活
用
で
き
る
制

度
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
現
在
町
で
設
置
し
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
映
像
提

供
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
規

定
し
た
要
綱
等
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。第

三
者
へ
の
情
報
提
供
は
、

法
令
に
基
づ
く
場
合
や
、
犯
罪

捜
査
等
を
目
的
と
し
て
要
求

を
受
け
た
場
合
、
ま
た
個
人
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
た
め
災
害
時
な
ど
緊
急
か

つ
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た
場

合
、
映
像
提
供
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

保
護
条
例
等
を
踏
ま
え
、設

置
や
管
理
運
用
に

関
し
、
要
綱
策
定

を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

 「
町
み
ん
な
の
協
働
事
業
提

案
制
度
モ
デ
ル
事
業
」
の
選
考

手
続
き
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い

て
次
の
点
を
問
う
。

①
そ
の
概
要
は
。

②
協
働
事
業
を
提
案
で
き
る

団
体
や
対
象
と
な
る
事
業
に
変

更
は
あ
る
か
。ま
た
、協
働
事
業

の
採
用
数
は
拡
充
の
方
向
か
。

町
長
　
①
事
前
相
談
の
受
付

期
間
を
設
け
た
こ
と
、ま
た
、提

案
事
業
の
書
類
提
出
時
期
を
早

め
た
こ
と
、
事
業
選
定
を
す
る

町
協
働
事
業
選
考
委
員
会
の
委

員
構
成
の
見
直
し
、
提
案
団
体

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、
大

き
く
４
点
を
見
直
し
ま
し
た
。

町
民
部
長
　
②
提
案
で
き

る
団
体
や
対
象
と
な
る
事
業
に

変
更
は
ご
ざ
ま
せ
ん
。ま
た
、
採

用
数
は
、
継
続
事
業
と
新
規
事

業
を
合
わ
せ
、
拡
充
の
方
向
で

す
。

▲湘南夢わくわく公園（茅ヶ崎市）

▲青年団体とのまちづくり懇談会▲防犯カメラ（寒川駅前公園）

（※

）

※

コ
ー
ル
、
リ
コ
ー
ル
＝
受
診
勧
奨
、
再
受
診
勧
奨
。



一般質問　議員12人が町政を問う

さむかわ議会だより　178号さむかわ議会だより　178号 1819

委員会等活動報告

　議会では、昨年に引き続き、議会改革の取り組みとして、各団体と
の意見交換を実施しています。
　１月２０日に教育委員と文教福祉常任委員会との意見交換会を開催
しました。教育委員から各テーマの説明を受けた後、町の学校現場の
現状や課題等について、活発な意見交換を行いました。

教育委員との意見交換会
～ 文教福祉常任委員会 ～

■意見交換会の主なテーマ
１．学力向上策について
２．学校教育施設の整備・充実について
３．いじめ問題等の学校生活における課題について

　建設経済常任委員会は、３月２日に平成２７年度からの２カ年工事
で実施している聖天橋の架け替え事業と相模川築堤に伴う樋管改築の
現場の状況を確認するため、現地視察を行いました。また、相模川築
堤に伴う樋管改築の現場では、工事発注者であります国土交通省関東
地方整備局京浜河川事務所の職員より現在の工事の進捗状況等の説明
を受けました。

建設中の聖天橋と相模川築堤に伴う樋管の改築状況を視察
～ 建設経済常任委員会 ～

　文教福祉常任委員会は、３月１日に南小学校敷地内に建設され
た児童クラブを視察しました。
　今回の現地視察は、当該施設内を見学するとともに、平成２８
年度中に開設予定の児童クラブの概要等について説明を受けまし
た。

南小学校敷地内に建設された児童クラブを視察
～ 文教福祉常任委員会 ～

　議会では、３月２４日に茅ヶ崎市・寒川町広域連携事業の一環
として、茅ヶ崎市本庁舎に開設した茅ヶ崎市・寒川町消防指令セ
ンターを全議員で視察しました。
　現地視察では、両市町が共同で整備した通信指令システム等の
運用方法について説明を受けました。

２月に運用開始した茅ヶ崎市・寒川町消防指令センターを視察

大
型
商
業
店
舗
と
既
存
店
舗
の

　
　
　共
存
す
る
地
域
づ
く
り
を

相
模
川
河
川
敷
を
利
用
し

  

新
た
な
観
光
資
源
創
出
を
図
れ

斎藤　恒雄 議員

関口　光男 議員

相
模
川
流
域
の
自
治
体
で

鮎
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、こ
れ
を
機
に

町
民
生
活
の
中
に
相
模
川
を
取

り
入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

①
観
光
協
会
と
連
携
し
、
相

模
川
河
川
敷
を
生
か
し
て
、
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
べ
で
き
は
。

②
観
光
施
策
を
推
し
進
め

る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

集
約
さ
れ
る
町
が
積
極
的
に
観

光
協
会
と
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、町
の
見
解
は
。

③
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
全
線

開
通
に
よ
り
、
河
川
敷
を
活
用

す
る
に
は
、
県
道
４
０
９
号
相

模
川
自
転
車
道
、
通
称
さ
が
み

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
進
展
は
欠
か

せ
な
い
。現
在
の
進
捗
状
況
は
。

④
河
川
敷
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
を
中
心
に
し
た
河
川
の

美
化
活
動
を
同
時
に
実
施
す

れ
ば
、河
川
に
親
し
み
を
持
ち
、

川
そ
の
も
の
を
生
活
の
一
部
に

取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
が
。

⑤
寒
川
の
土
地
柄
や
資
源

を
大
い
に
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
、町
長
の
意
気
込
み
は
。

町
長
　①
河
川
敷
の
活
用

は
、
ま
ず
は
利
用
者
の
安
全
確

保
に
十
分
な
対
策
を
講
じ
た

上
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
後
、
河
川
管
理
者
と
の
協

議
の
上
、
観
光
協
会
等
の
関
係

団
体
と
も
連
携
し
、
河
川
敷
の

活
用
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

⑤
河
川
敷
の
活
用
に
つ
い
て

は
、町
の
特
質
、特
性
や
歴
史
を

踏
ま
え
た
中
で
、町
と
し
て「
寒

川
こ
こ
に
あ
り
」

と
い
う
取
り
組
み

を
打
ち
出
せ
る
よ

う
に
今
後
、
具
体

化
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　②
観
光

協
会
が
主
体
と
い
う
中
で
、し
っ

か
り
連
携
し
て
観
光
振
興
に
繋

が
る
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

④
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

に
合
わ
せ
て
の
美
化
活
動
は
、

川
に
親
し
み
や
愛
着
を
持
つ
た

め
の
絶
好
の
機
会
と
考
え
ま

す
。今

後
、
河
川
敷
活
用
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
見
え
た
段
階

で
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
か
検

討
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　③
厚
木

市
関
口
に
あ
る
座
架
依
橋
付
近

を
起
点
に
平
塚
市
の
千
石
河
岸

ま
で
の
延
長
約
21
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
自
転
車
道
で
す
が
、
現
在
、

藤
沢
土
木
事
務
所
で
地
形
測

量
等
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
、
正
式
な
整

備
目
標
年
次
は
ま
だ
発
表
し
て

い
ま
せ
ん
。

交
通
基
盤
の
整
備
で

　選
ば
れ
る
町
づ
く
り
を

地
域
で
親
し
ま
れ
便
利
で

あ
っ
た
小
売
店
舗
に
変
わ
っ
て
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
が
次
々
と
開
店
し
て
い

る
。ま
た
、
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
４
月
に
岡
田
へ
出
店
さ
れ
、近

年
中
に
は
小
谷
の
企
業
跡
地
に

も
同
様
の
店
舗
の
進
出
が
決
定

さ
れ
た
。

今
後
、よ
り
一層
進
む
少
子
高

齢
化
社
会
を
踏
ま
え
た
多
種

多
様
な
商
店
の
形
成
が
必
要
と

考
え
る
が
、町
の
考
え
を
問
う
。

①
大
型
商
業
店
舗
と
既
存

店
舗
と
の
共
存
に
つ
い
て
は
。

②
購
買
力
が
町
外
に
流
出

す
る
中
、
ど
う
商
業
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

③
商
店
会
や
個
人
商
店
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
①
既
存
店
舗
が
共

存
す
る
に
は
、
地
域
の
商
店
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
地
域
に
密

着
し
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
担

い
手
と
し
て
、通
常
の
商
売
に
加

え
、
地
域
情
報
や
防
犯
情
報
の

提
供
な
ど
、
地
域
住
民
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
で
存
在
意
義
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
②
町
民

の
利
便
性
や
購
買
力
の
流
出
抑

制
の
観
点
か
ら
大
型
店
舗
の
役

割
も
重
要
で
す
が
、
個
人
商
店

に
は
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
担
い

手
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
相

互
に
補
完
し
合
う
関
係
を
形

成
し
、
商
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
地
域
課
題
解
決
等
の
事

業
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事

業
と
し
て
財
政
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。ま
た
、
他

団
体
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
地
元
商
店
会

が
関
わ
れ
る
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
構
造
の
基
盤
を
支
え

る
に
は
、
骨
格
道
路
網
の
形
成

が
不
可
欠
で
あ
る
。

①
大
型
店
舗
進
出
に
よ
る

道
路
渋
滞
や
抜
け
道
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
通
学
路
へ
の
対
策

は
。②

都
市
計
画
道
路
宮
山
線

周
辺
の
拠
点
整
備
状
況
は
。

町
民
部
長
　
①
事
業
者
は

茅
ヶ
崎
警
察
署
と
十
分
な
協
議

を
し
、
入
出
庫
時
の
渋
滞
緩
和

や
事
故
対
策
等
の
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、
通
学
路

の
危
険
個
所
は
、
毎
年
行
う
関

係
機
関
と
の
合
同
点
検
で
対
策

へ
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
宮
山
線
は
事
業
主
体
の

神
奈
川
県
が
平
成
35
年
頃
の

供
用
開
始
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、
周
辺
企
業
へ
の
対
策
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲大いににぎわうさむかわ神輿まつり

▲新たにオープンした商業施設（岡田地内）
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年度中に開設予定の児童クラブの概要等について説明を受けまし
た。

南小学校敷地内に建設された児童クラブを視察
～ 文教福祉常任委員会 ～

　議会では、３月２４日に茅ヶ崎市・寒川町広域連携事業の一環
として、茅ヶ崎市本庁舎に開設した茅ヶ崎市・寒川町消防指令セ
ンターを全議員で視察しました。
　現地視察では、両市町が共同で整備した通信指令システム等の
運用方法について説明を受けました。

２月に運用開始した茅ヶ崎市・寒川町消防指令センターを視察

大
型
商
業
店
舗
と
既
存
店
舗
の

　
　
　共
存
す
る
地
域
づ
く
り
を

相
模
川
河
川
敷
を
利
用
し

  

新
た
な
観
光
資
源
創
出
を
図
れ

斎藤　恒雄 議員

関口　光男 議員

相
模
川
流
域
の
自
治
体
で

鮎
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、こ
れ
を
機
に

町
民
生
活
の
中
に
相
模
川
を
取

り
入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

①
観
光
協
会
と
連
携
し
、
相

模
川
河
川
敷
を
生
か
し
て
、
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
べ
で
き
は
。

②
観
光
施
策
を
推
し
進
め

る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

集
約
さ
れ
る
町
が
積
極
的
に
観

光
協
会
と
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、町
の
見
解
は
。

③
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
全
線

開
通
に
よ
り
、
河
川
敷
を
活
用

す
る
に
は
、
県
道
４
０
９
号
相

模
川
自
転
車
道
、
通
称
さ
が
み

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
進
展
は
欠
か

せ
な
い
。現
在
の
進
捗
状
況
は
。

④
河
川
敷
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
を
中
心
に
し
た
河
川
の

美
化
活
動
を
同
時
に
実
施
す

れ
ば
、河
川
に
親
し
み
を
持
ち
、

川
そ
の
も
の
を
生
活
の
一
部
に

取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
が
。

⑤
寒
川
の
土
地
柄
や
資
源

を
大
い
に
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
、町
長
の
意
気
込
み
は
。

町
長
　①
河
川
敷
の
活
用

は
、
ま
ず
は
利
用
者
の
安
全
確

保
に
十
分
な
対
策
を
講
じ
た

上
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
後
、
河
川
管
理
者
と
の
協

議
の
上
、
観
光
協
会
等
の
関
係

団
体
と
も
連
携
し
、
河
川
敷
の

活
用
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

⑤
河
川
敷
の
活
用
に
つ
い
て

は
、町
の
特
質
、特
性
や
歴
史
を

踏
ま
え
た
中
で
、町
と
し
て「
寒

川
こ
こ
に
あ
り
」

と
い
う
取
り
組
み

を
打
ち
出
せ
る
よ

う
に
今
後
、
具
体

化
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　②
観
光

協
会
が
主
体
と
い
う
中
で
、し
っ

か
り
連
携
し
て
観
光
振
興
に
繋

が
る
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

④
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

に
合
わ
せ
て
の
美
化
活
動
は
、

川
に
親
し
み
や
愛
着
を
持
つ
た

め
の
絶
好
の
機
会
と
考
え
ま

す
。今

後
、
河
川
敷
活
用
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
見
え
た
段
階

で
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
か
検

討
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　③
厚
木

市
関
口
に
あ
る
座
架
依
橋
付
近

を
起
点
に
平
塚
市
の
千
石
河
岸

ま
で
の
延
長
約
21
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
自
転
車
道
で
す
が
、
現
在
、

藤
沢
土
木
事
務
所
で
地
形
測

量
等
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
、
正
式
な
整

備
目
標
年
次
は
ま
だ
発
表
し
て

い
ま
せ
ん
。

交
通
基
盤
の
整
備
で

　選
ば
れ
る
町
づ
く
り
を

地
域
で
親
し
ま
れ
便
利
で

あ
っ
た
小
売
店
舗
に
変
わ
っ
て
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
が
次
々
と
開
店
し
て
い

る
。ま
た
、
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
４
月
に
岡
田
へ
出
店
さ
れ
、近

年
中
に
は
小
谷
の
企
業
跡
地
に

も
同
様
の
店
舗
の
進
出
が
決
定

さ
れ
た
。

今
後
、よ
り
一層
進
む
少
子
高

齢
化
社
会
を
踏
ま
え
た
多
種

多
様
な
商
店
の
形
成
が
必
要
と

考
え
る
が
、町
の
考
え
を
問
う
。

①
大
型
商
業
店
舗
と
既
存

店
舗
と
の
共
存
に
つ
い
て
は
。

②
購
買
力
が
町
外
に
流
出

す
る
中
、
ど
う
商
業
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

③
商
店
会
や
個
人
商
店
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
①
既
存
店
舗
が
共

存
す
る
に
は
、
地
域
の
商
店
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
地
域
に
密

着
し
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
担

い
手
と
し
て
、通
常
の
商
売
に
加

え
、
地
域
情
報
や
防
犯
情
報
の

提
供
な
ど
、
地
域
住
民
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
で
存
在
意
義
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

環
境
経
済
部
長
　
②
町
民

の
利
便
性
や
購
買
力
の
流
出
抑

制
の
観
点
か
ら
大
型
店
舗
の
役

割
も
重
要
で
す
が
、
個
人
商
店

に
は
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
担
い

手
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
相

互
に
補
完
し
合
う
関
係
を
形

成
し
、
商
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
地
域
課
題
解
決
等
の
事

業
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事

業
と
し
て
財
政
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。ま
た
、
他

団
体
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
地
元
商
店
会

が
関
わ
れ
る
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
構
造
の
基
盤
を
支
え

る
に
は
、
骨
格
道
路
網
の
形
成

が
不
可
欠
で
あ
る
。

①
大
型
店
舗
進
出
に
よ
る

道
路
渋
滞
や
抜
け
道
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
通
学
路
へ
の
対
策

は
。②

都
市
計
画
道
路
宮
山
線

周
辺
の
拠
点
整
備
状
況
は
。

町
民
部
長
　
①
事
業
者
は

茅
ヶ
崎
警
察
署
と
十
分
な
協
議

を
し
、
入
出
庫
時
の
渋
滞
緩
和

や
事
故
対
策
等
の
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、
通
学
路

の
危
険
個
所
は
、
毎
年
行
う
関

係
機
関
と
の
合
同
点
検
で
対
策

へ
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
宮
山
線
は
事
業
主
体
の

神
奈
川
県
が
平
成
35
年
頃
の

供
用
開
始
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、
周
辺
企
業
へ
の
対
策
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲大いににぎわうさむかわ神輿まつり

▲新たにオープンした商業施設（岡田地内）



平成28年第1回定例会3月会議 審議結果 

平成28年第1回定例会3月第2回会議 審議結果 

平成28年第1回定例会1月第2回会議 審議結果 

平成28年第1回定例会3月会議 審議結果 

さむかわ議会だより　178号さむかわ議会だより　178号 2021

　2 月 5 日に開催された全国町村議会議長会の定期総会で、
当町議会議員 3 人が長年の地域の振興発展に貢献した功績 
により表彰されました。
　また、2 月 24 日の 3 月会議の本会議初日に表彰状が伝達
されました。

地域の振興発展に貢献

自治功労者表彰（議員在職２７年以上）
関口 光男 議員（写真中央）

～全国町村議会議長会表彰～

自治功労者表彰（議員在職１５年以上）
黒沢 善行 議長（写真右）
斎藤 恒雄 議員（写真左）

議案
番号 件　　名

会派名 フォーラム
志 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
決
結
果

佐
藤
正
憲

柳
下
雅
子

細
川
京
三

山
田
政
博

喜
多
村
出

太
田
真
奈
美

関
口
光
男

黒
沢
善
行

吉
田
悟
朗

佐
藤
一
夫

早
乙
女
昭

小
栗
裕
治

斎
藤
恒
雄

杉
﨑
隆
之

岸
本
　
優

横
手
　
晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

2 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 行政不服審査法施行条例の制定 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 行政不服審査法の全部改正に伴う関係条例の整理等 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

7 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

8 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

9 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 国際交流基金条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 小児の医療費の助成に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号 件　　名

会派名 フォーラム
志 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
決
結
果

佐
藤
正
憲

柳
下
雅
子

細
川
京
三

山
田
政
博

喜
多
村
出

太
田
真
奈
美

関
口
光
男

黒
沢
善
行

吉
田
悟
朗

佐
藤
一
夫

早
乙
女
昭

小
栗
裕
治

斎
藤
恒
雄

杉
﨑
隆
之

岸
本
　
優

横
手
　
晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

16 田端スポーツ公園の指定管理者の指定 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　　●：反対	 　（黒沢議長は、表決には加わりません。中川議員は、会派に属さない議員です。）
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平成28年第1回定例会3月第2回会議 審議結果 

平成28年第1回定例会1月第2回会議 審議結果 

平成28年第1回定例会3月会議 審議結果 

さむかわ議会だより　178号さむかわ議会だより　178号 2021

　2 月 5 日に開催された全国町村議会議長会の定期総会で、
当町議会議員 3 人が長年の地域の振興発展に貢献した功績 
により表彰されました。
　また、2 月 24 日の 3 月会議の本会議初日に表彰状が伝達
されました。

地域の振興発展に貢献

自治功労者表彰（議員在職２７年以上）
関口 光男 議員（写真中央）

～全国町村議会議長会表彰～

自治功労者表彰（議員在職１５年以上）
黒沢 善行 議長（写真右）
斎藤 恒雄 議員（写真左）

議案
番号 件　　名

会派名 フォーラム
志 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
決
結
果

佐
藤
正
憲

柳
下
雅
子

細
川
京
三

山
田
政
博

喜
多
村
出

太
田
真
奈
美

関
口
光
男

黒
沢
善
行

吉
田
悟
朗

佐
藤
一
夫

早
乙
女
昭

小
栗
裕
治

斎
藤
恒
雄

杉
﨑
隆
之

岸
本
　
優

横
手
　
晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

15
指定地域密着型サービスに係る基準を定める条
例及び指定地域密着型介護予防サービスに係る
基準を定める条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 都市公園条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 火災予防条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 町と神奈川県との間における行政不服審査会の
事務の委託に関する協議 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 平成27年度一般会計補正予算(第5号) 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 平成27年度国民健康保険事業特別会計補正予算
(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 平成27年度後期高齢者医療事業特別会計補正予
算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 平成27年度介護保険事業特別会計補正予算(第4号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 平成27年度下水道事業特別会計補正予算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 平成28年度一般会計予算 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

25 平成28年度国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 平成28年度後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 平成28年度介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 平成28年度(仮称)健康福祉総合センター用地取
得事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 平成28年度下水道事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例及び消防団員等公務災害補償条
例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 副町長の選任 同　意 賛成：16票　　　　反対：1票

32 固定資産評価員の選任 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第1号

地方単独事業に係る国民健康保険の減額調整措
置の見直しを求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第2号 企業・団体献金禁止法制定を国に求める意見書 否　決 ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陳情
第5号

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の
提出を求める陳情書 不採択 ● ● ○ ○ ○ ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案
番号 件　　名

会派名 フォーラム
志 日本共産党 公明党 民社

クラブ 湘風クラブ

議
決
結
果

佐
藤
正
憲

柳
下
雅
子

細
川
京
三

山
田
政
博
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美

関
口
光
男

黒
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善
行

吉
田
悟
朗

佐
藤
一
夫

早
乙
女
昭

小
栗
裕
治

斎
藤
恒
雄

杉
﨑
隆
之

岸
本
　
優

横
手
　
晃

藤
沢
喜
代
治

中
川
登
志
男

33 平成27年度一般会計補正予算（第6号） 原案可決 ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　　●：反対	 　（黒沢議長は、表決には加わりません。中川議員は、会派に属さない議員です。）
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議会を傍聴しませんか

傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
寒川町議会のホームページでも、会議の日程や議会の傍聴
案内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲覧できます。
ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせくださ
い。

議会事務局　総務担当
TEL0467-74-1111　内線341・342

６ 月 会 議 日 程
日 月 火 水 木 金 土
5/29 30 31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

AM9：00 開会　（会議の日程等は変更になる場合があります）
※ 6/10（金）東海道新幹線新駅対策特別委員会は PM1：15 開会
※ 6/17（金）本会議は AM10：00 開会

　田口雅巳さんが平成2年（1990）の町制施行50周年を機に描き下ろした「寒川三十六景」のうちの一
枚で、寒川東中学校付近の水田から大山方面を望んでいます。この付近では、4月下旬から5月上旬にか
けて一斉にレンゲの花が咲いていました。咲き終わったレンゲの茎や根を土にすき込んで、水田の肥料
にするための栽培でした。
　右側の寒川東中学校は平成元年、寒川で3番目の中学校として岡田に開校しました。左側には相模線
の2両編成の気動車が走っています。相模線は、平成3年3月に電化されますので、この春の風景が見ら
れたのは、平成元年と2年の2回だけということになります。

「レンゲ咲く頃（岡田）」 （田口雅巳 画）表紙解説

本会議（一般質問）

総務
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

寒川駅周辺整備
対策特別委員会
東海道新幹線新駅
対策特別委員会

本会議

本会議
（委員会報告等）

本会議
（議案上程報告）

　寒川町議会では、議会活動や議会の審議状況を町民の皆さまに広く知っていただくため、3月会議の予
算特別委員会最終日に行われた総括質疑の模様をダイジェスト版でJ:COMチャンネル神奈川で録画放送
します。ぜひ、ご覧ください！！

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

10：00
19：00 17：00 19：00

8：00
21：00 21：00

11：00

15 16 17 18 19 20 21

8：00
22：00

22 23 24 25 26 27 28

■放送スケジュール（各放送時間　54分）　J:COMチャンネル神奈川 (地方デジタル 11ch)
［5月］

●上記時間は、放送開始時間です ▲予算特別委員会の審査の様子

予算特別委員会の総括質疑をダイジェスト版で放送します


